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去る2月6日、恒例の 〈新春の集い2001}がザ・工ルシィ町田で開催されました。

新春の集いの趣旨は、新年を迎えたお祝いを会員の皆さんと慶びあうことです。

懇親会場では、地区会ごとに、或いは部会ごとの懇親の輸ができ、和やかなひとときを共有できました。

恒例の記念講演は、栄養学博士・健康運動指導士白鳥早奈英先生をお招きして

「人生80年時代・健康は自分でつくるJと題しておこないました。
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携
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政
府
は
緩
や
か
な
景
気
の
回
復
が
進
ん

で
い
る
と
は
申
し
て
お
り
ま
す
が
、
公
共

投
資
、
輸
出
の
減
速
、
個
人
消
費
の
動
き
も

た
い
へ
ん
悪
く
、
私
た
ち
中
小
企
業
を
営

む
者
に
は
ま
だ
ま
だ
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
、
昨
年
の

5
月
お
日
に
町

田
法
人
会
は
創
立

回
周
年

・
社
団
化
却

周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
を
執
り
行
い
、

記
念
誌
を
発
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
、

会
員
皆
様
の
お
力
添
え
の
賜
だ
と
感
謝
致

し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
法
人
会
は
健
全
な
納
税
者

団
体
と
し
て
、

会
員
の
積
極
的
な
自
己
啓

発
を
支
援
し
、
納
税
意
識
の
向
上
と
企
業

経
営
と
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
貢
献

し
、
地
域
と
の
融
和
を
計
り
な
が
ら
組
織

の
拡
大
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。



税
務
行
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

1
菱
山
署
長
の
ご
挨
拶

1

本
年

1
月

6
日
、
中
央
省
庁
の
再
編

が
行
わ
れ
、
国
税
庁
は
大
蔵
省
か
ら
財
務

省
の
機
関
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、

4
月

1
日
か
ら
は

《情
報
公
開

法
〉
が
施
行
さ
れ
、

7
月
に
は
国
税
庁
に

負
託
さ
れ
た
任
務
の
達
成
状
況
を
検
討
す

る
「
実
績
評
価
」
が
本
格
的
に
実
施
さ
れ

る
な
ど
、
今
年
は
税
務
行
政
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
わ
る
節
目
の
年
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

間
も
な
く
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時

期
を
迎
え
ま
す
が
、
税
務
署
で
は
本
年
も

「白
書
申
告」

の
推
進
を
行
な

っ
て
お
り

ま
す
。
申
告
書
の
作
成
を
税
理
士
さ
ん
に

依
頼
さ
れ
て
い
な
い
方
は
出
来
る
だ
け
ご

自
身
で
申
告
書
を
書
い
て
い
た
だ
き
、

分

か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
税
務
署
で

助
言
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

法
人
会
の
会
員
の
皆
様
方
に
は
、

今
後

と
も
税
務
行
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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又
生
∞
ω年
時
代

食
生
活

理
想
的
な
食
事
は
却
品
目
よ
り
も
バ

ラ
ン
ス
が
大
事
(
良
い
見
本
は
旅
館
の
朝

食
の
メ
ニ
ュ

ー
)

-
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
食
生
活

朝
・
畳

・タ
の
食
事
は
栄
養
に
過
不
足

な
く
。

朝
食
・
:
頭
の
中
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足

↓
炭
水
化
物
を
摂
る
。

唇
一食
:
・夕
食
ま
で
長
い
時
間
働
く
た

め
↓
脂
肪
を
摂
る
。

。

• 
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
」

講師白鳥早奈英先生

夕
食
:
・
寝
て
い
る
間
に
体
を
つ
く
る

↓
タ
ン
パ
ク
質
を
摂
る
。

-
欠
食
を
し
な
い
。

江
戸
時
代
ま
で

一
日
2
食
。
そ
の
た
め

短
命
だ
っ
た
。

-
脂
肪
は
質
と
量
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
。

質
:
・
リ
ノ

l
ル
酸
は
よ
く
な
い
。

量
・:
摂
る
比
率
は
、
動
物
性

6
、
植
物

性
4
。

-
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
は
十
分
に
。

ω才
過
ぎ
に
な
っ
て
く
る
と
魚
主
体

へ
と
な
り
が
ち
だ
が
、
動
物
性
タ
ン
パ
ク

は
、
血
管
を
強
く
す
る
。
ま
た
、

玉
子

・
チ

ー
ズ
・
大
豆
も
摂
る
よ
う
に
す
る
。

-
牛
乳
は
抑
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
以
上
を
。

ヨ
ー
グ
ル
ト
・
チ
ー
ズ
で
も
よ
い

0

・
緑
黄
色
野
菜
・
根
菜
は
タ
ッ
プ
リ
と
。

制
グ
ラ
ム
は
摂
る
。
そ
の
内

問
グ
ラ
ム

は
緑
黄
色
野
菜
を
。
日
は
が
ん
の
予
防
(
ホ

ー
食
生
活
と
運
動
|

ウ
レ
ン
ソ
ウ

一
束
で
、
約
制
グ
ラ
ム
)

0

・

1
つ
の
食
品
に
偏
ら
な
い
。

環
境
ホ
ル
モ
ン

・添
加
物
を
摂
り
過
ぎ

な
い
た
め
に
も
。

-
塩
分
、
糖
分
を
摂
り
過
ぎ
な
い
。
(
甘
か

ら
い
、
昧
が
は

っ
き
り
し
た
も
の
)

お
袋
の
昧
は
塩
分
、
糖
分
が
多
い
。
(糖

を
摂
り
過
ぎ
る
と
狂
暴
・
切
れ
易
く
な
る

恐
れ
も
)

ラち l
ムなラソ

まみ 100フ
でにミト

日 11 リ
の二ン
糖 1，ク
の l は

jレ
摂、、 30
取し%
塁 30が

言ぎ糖
30 7 刀〔
グつコ

-
食
べ
過
ぎ
な
い
。

活
性
酸
素
が
で
き
る
。
活
性
酸
素
は
細

胞
膜
を
キ
ズ
つ
け
る
な
ど
し
て
三
大
成

人
病
に
な
り
や
す
い
。

-
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
。

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
顎



訴審判 鱗l bる
傘彦主竜都品

の
筋
肉
を
使
い
脳
を
活
発
に
す
る
。

運

動

-
効
果
的
な
運
動

ω運
動
を
は
じ
め
る
前
に
体
の
チ

ェ
ッ

ク
を
・・
・
ま
ず
専
門
家
に
相
談
を
。

ω手
始
め
は
ウ
ォ
l
キ
ン
グ
か
ら
。

mw
無
理
を
せ
ず
適
度
な
運
動
を

:-mキ

ロ
カ
ロ
リ
ー
を
目
安
に
。

ω運
動
の
量
と
時
間

:-mキ
ロ
カ
ロ
リ

ー
の

運

動

と

は

・:
歩
行
で
別
分
、

9
9
0
0
歩、

ωキ
ロ

メ
ー
ト
ル
。
ジ
ョ

ギ
ン
グ
で
お
分
、

5
8
0
0
歩、

U
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
。
ゴ
ル
フ
で

1
ラ
ウ
ン
ド
。

mw
目
楳
を
も

っ
て
。

紛
日
常
生
活
の
よ
う
に

0

・
運
動
の
効
用

ω心
身
と
も
に
リ
ラ

ッ
ク
ス
で
き
る
:・

ス
ト
レ

ス
が
解
消
で
き
る
。

ω肉
体
的
・

精
神
的
に
若
返
る
:
・ほ
ぼ
毎

日
運
動
を
続
け
て
い
る
と
体
力
の
衰
え

が
緩
や
か
に
。

mw病
気
の
回
復
が
早
ま
る
:
・病
院
へ
通

う
頻
度
が

3
日
に

一
度
が

一
週
間
に

一

度
へ

。
ω病
気
の
予
防
に
な
る
。

ω肥
満
防
止
に
な
る
。

紛
プ
ラ
ス
思
考
に
な
る
。

の
人
間
関
係
が
よ
く
な
る
:・
友
達
が
で

き
C

司令
。

-
適
度
な
運
動
と
は

ω息
が
は
ず
む
程
度
。
人
と
話
が
で
き
る

程
度
。

ω運
動
中
に
苦
し
さ
、
痛
さ
、

疲
労
感
を

覚
え
な
い
。

ω吐
き
気
・
下
痢
・
め
ま
い
が
な
い
。

ω終
了
後
、
翌
日
に
筋
肉
痛
や
疲
労
感
が

残
ら
な
い
。

mw運
動
中
の
自
覚
運
動
強
度
で

「き
つ
い
」

(R
P
E
H
日
)
を
越
え
な
い
。

ω運
動
中
の
心
拍
数
が
即
拍
/
分
を
越

え
な
い
。

の
運
動
終
了
後
の
心
拍
数
が
、

-
分
後

四
拍
/
分
、
3
分
後

間
拍
/
分
を
越
え

な
し
。

mw
運
動
中
の
最
高
血
圧
が
側
、
最
低
血
圧

が
%
を
越
え
な
い
。

(文
責
・諸
星
)

白
鳥
早
奈
英
先
生
・
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

青
葉
学
園
短
期
大
学
食
物
栄
餐
科
、
日
本

女
子
大
食
物
科
卒
業
。
東
京
農
大
栄
養
科
、

ア
メ
リ
カ
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
立
大
学
栄
養

学
科
に
学
ぶ
。
1
9
8
7
年
か
ら

9
7
年

ま
で
ア
メ
リ
カ
・
ア
ト
ラ
ン
タ
市
と
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
に
居
住
。
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ

ン
ス
、
中
国
な
ど
世
界
各
留
で
講
演
・
講

習
を
重
ね
る
。
日
本
で
は
、
主
に
カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
講
師
、
新
聞
、
雑
誌
、
テ

レ
ビ
な
ど
で
活
躍
。
著
書
に

『
体
を
悪
く

す
る
メ
ニ
ュ
ー
』
『病
気
も
逃
げ
出
す
食
べ

合
わ
せ
の
知
恵
』「
愛
し
の
ア
ト
ラ
ン
タ
』

な
ど
多
数
あ
る
。

栄
養
学
博
士

(管
理
栄
養
士
、
調
理
師
)、

健
康
運
動
指
導
士
、
作
家
、
日
本
肥
満
学

会本一品目貝
。

代
表
的
な
著
書

『
体
を
悪
く
す
る
メ
ニ
ュ
ー
ー
強
い
体
に

な
る
食
べ
合
わ
せ
法
』

青
春
出
版
社

『病
気
も
逃
げ
出
す
食
べ
合
わ
せ
の
知
恵

|
食
材
別
』

二
見
書
房

「
体
脂
肪
を
燃
や
し
て
す

っ
き
り
ダ
イ
エ

ッ
ト
』

泉
書
房
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公開講演会

刊
月
日
同
日
、
ザ
・
工
ル
シ
ィ
町
田
で
恒

例
の
公
開
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
当
同
女
優
一
と
し
て
名
を
成
し
た
か

っ
た
神
田
紫
師
匠
が
、
女
流
講
談
師
と
し

て
身
を
立
て
る
よ
う
に
な

っ
た
女
の
生

き
様
を
切

J々

と
し
て
語
り
、
そ
の
後
は
講

談
「
忠
臣
蔵
」
の
一
席
の
熱
弁
を
披
露
さ

れ
て
、
会
場
を
埋
め
た
会
員
の
方
々
も
今

ま
で
と
は
一
一
風
違
っ
た
趣
の
講
演
会
を

楽
じ

γ

怠
れ
ま
し
た
。

一部鱗講演「芸に生きる私の人生」

畿

「昔
か
ら
虹
は
夢
の
懸
け
橋
と
申
し
ま

す
。
虹
の
七
伍
の

一
番
内
側
に
つ
つ
ま
し

く
た
た
ず
む
の
が
紫
、
お
醤
油
の
紫
、
源

氏
物
語
も
紫
:
・
」
と
絶
妙
の
語
り
口
で
女

流
講
談
師
神
田
紫
師
匠
の
講
演
は
始
ま

り
ま
し
た
。
(
以
下
講
演
要
旨
)

神
田
紫
師
匠

講
演
要
旨

私
は
最
初
か
ら
講
談
師
を
目
指
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
く
、
女
優
に
な
り
た
か

っ
た

の
で
す
。
3
歳
の
と
き
、
自
宅
の
来

客
の
前
で
踊
っ
て
誉
め
ら
れ
る
こ
と
の

ヰ阪講談「忠臣蔵・南部坂雪の別れ」
女流講談師神田紫

快
感
を
覚
え
た
の
が
女
優
へ
の
夢
の
原

点
で
し
た
。
高
校
の
と
き
に
観
た
オ
リ
ビ

ア
ハ
ッ
セ
イ
主
演
の
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
の
映
画
で
女
優
へ
の
夢
が
更
に

膨
ら
み
、
卒
業
し
た
ら
劇
団
に
入
る
決
意

で
上
京
し
桜
美
林
短
大
英
文
学
科
に
入
学
。

英
語
の
勉
強
の
傍
ら
、
演
劇
の
勉
強
を
始

め
ま
し
た
。

卒
業
後
、
当
時
木
村
功
さ
ん
の
主
宰
す

る
青
俳
に

1
年
い
た
あ
と
文
学
座
に
移
り
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
同
期
の
中
村

正
俊
や
高
瀬
春
奈
と
楽
し
く
演
技
の
勉

強
を
し
て
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
な
か

な
か
主
役
の
チ
ャ
ン
ス
は
巡
っ
て
来
な
い
。

そ
ん
な
と
き
、

小
沢
昭

一
先
生
が
劇
団
「
芸

能
座
」
を
立
ち
上
げ
る
の
を
知
り
応
募
。

3
0
0
0
名
と
い
う
応
募
者
の
中
か
ら

男
女

6
名
ず
つ
の

一
期
生
の

一
人
と
し

て
選
ば
れ
ま
し
た
。

小
沢
先
生
の
芸
能
座
の
旗
揚
げ
公
演

永
六
輔
作
「
清
水
次
郎
長
伝
伝
」
は
清
水

次
郎
長
の
本
当
の
人
物
像
を
題
材
に
し

た
物
語
で
す
が
、
こ
れ
が
全
国
巡
業
で
大

入
り
満
員
成
功
を
し
と
て
も
充
実
し
た

。



公開講演会

楽
し
い
時
期
で
し
た
。
小
沢
先
生
は
そ
の

人
に
し
か
無
い
強
烈
な
個
性
を
役
者
に

望
む
の
で
す
が
私
に
は
そ
れ
が
無
か
っ
た
。

新
宿
紀
伊
国
屋
ホ
1

ル
や
有
楽
町
そ
ご

う
の
読
売
ホ
1

ル
で
公
演
を
重
ね
、
若
手

な
の
で
色
々
な
役
、
歌
、
踊
り
な
ど
で
出

演
は
す
る
の
で
す
が
、

一
芸
を
要
求
さ
れ

る
役
は
回
っ
て
こ
な
い
。
練
習
に
明
け
暮

れ
る
毎
日
が
続
い
て
い
た
と
き
、
演
出
家

か
ら
神
田
山
陽
先
生
を
紹
介
さ
れ
、
女
優

の
勉
強
の
為
に
講
談
を
習
い
始
め
た
の

で
す
。一

緒
に
見
習
で

3
名
の
女
優
が
習

い
始
め
ま
し
た
が
、
他
の
門
下
生
に
比
べ

女
優
と
し
て
の
基
礎
が
あ
り
熱
意
も
あ

っ
た
た
め
、

一
門
に
入
る
よ
う
薦
め
ら
れ
、

神
田
紅
、
緑
、
紫
と
そ
れ
ぞ
れ
命
名
さ
れ

て
わ
ず
か

3
ヶ
月
で
ト
リ
オ
で
デ
ピ
ユ

ー
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
講
談
界
の
キ

ャ
ン
デ
ィ

ー
ズ
」
と
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
に
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
斜
陽
化
し
て
い
た

講
談
界
の
救
世
主
だ
と
騒
が
れ
ま
し
た
。

一
時
は
テ
レ
ビ

「
3
時
の
あ
な
た
」
に
レ

ギ

ュ
ラ

ー
出
演
す
る
ほ
ど
に
な

っ
た
の

で
す
が
悲
し
い
女
優
の
さ
が
で
し
ょ
う
か
、

ト
リ
オ
は
嫌
と
い
う
こ
と
で
半
年
で
解
散
、

苦
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
心

気

一
転、

一
年
後
に
正
式
に
山
陽
先
生
に

入
門
し
、
前
座
見
習
三
ヶ
月
、

前
座
が
四

年、

二
つ
目
二
年
を
経
て
平
成
元
年
に
真

打
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
前
座
修
行
は

お
茶
汲
み
、
先
輩
の
着
替
え
、
鞄
持
ち
等

の
雑
用
を
し
て
、
「
ハ
イ
ご
く
ろ
う
さ
ん
、

お
小
遣
い
ダ
ヨ
」
と
い
っ
て
も
ら
え
る
ほ

ど
の
僅
か
の
収
入
で
し
た
。

神
田
山
陽
師
匠
は
引
歳
で
亡
く
な
り

。

ま
し
た
が
、
元
々
は
本
屋
の
大
庖
の
ぽ
ん

ぽ
ん
で
、
文
楽
亭
を
私
費
で
救
っ
た
り
、

講
談
師
の
大
看
板
か
ら
教
わ
っ
た
り
し

て
。フ
ロ
に
な
る
こ
と
を
薦
め
ら
れ
そ
の

結
果
、
家
業
の
本
屋
を
傾
け
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
晩
年
は
優
秀
な
お

子
さ
ん
達
に
固
ま
れ
て
幸
せ
な
人
生
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
「
皆
か
ら
可
愛
が
ら

れ
る
よ
う
に
し
な
さ
い
。
言
い
訳
を
し
な

い
で
素
直
に
。
そ
う
す
れ
ば
み
ん
な
が
使

っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。
」
と
先
生
に

ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
今
日
あ

る
の
は
山
陽
師
匠
の
お
陰
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

今
、
講
談
師
は
全
国
で
わ
ず
か

ω名、

絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う

か
、
乙
れ
を
機
会
に
ご
晶
贋
の
程
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

講
談
に
は
大
き
く
、
戦
物
・
武
芸
物
・
世

話
物
・
伝
記
物

・評
定
物
・
金
襖
物
・
新
聞

物
と
い
っ
た
話
が
あ
り
ま
す
が
本
日
は

こ
の
あ
と

「忠
臣
蔵
・
南
部
坂
雪
の
別
れ
」

を
演
じ
ま
す
。

(
文
責
・

三
橋
)



法人会功績表彰式

公
開
講
演
会
の
会
場
で
、
法
人
会
員
に

対
す
る
功
績
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

い
ず
れ
も
永
年
に
わ
た
り
法
人
会
の

地
区
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い

た
だ
い
た
方
々
で
、
各
地
区
会
長
・
部
会

長
か
ら
推
薦
さ
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

平成12年度
功績表彰された方々

地区名 氏名 法人名 E 
土ぶ手山

原町田第一 (株)さくら建物勝敏江成

萩原商事(株)泰司萩原

(有)森谷商庖徳義森谷

(株)工ム工スシィ

旭町 (有)浅沼寝装庖

(有)アドミ・プランニング

和子

正徳

晃敬

'-'一寸
邑

浅沼

仙石

(株)溝上精工遺品溝上

(有)畠山印刷社初美畠山金森・高ヶ坂

(有)村田事務所久村田

(株)アリメントアダチ栄三足立成瀬第二

近代建設(株)茂半沢小)U・つくし野

(有)セキヤスポーツ昌司関谷

(株)高橋精密工業貞高橋鶴川第一

(有)石川鉄工所義雄石川鶴JH第二

尚(有)泰泰司j
 

‘、l
 

'
J
 

笠原特殊印刷(株)謙司笠原木曽

(有)寿鳳人形の東芸市多原因

(有)まちだ葬祭庖賢市中島

三石液化ガス(株)和夫大野源泉部会

哲也

悦子

(敬称略)

(株)三和住建

(株)若林工務庖若林

志水

。



間
納税表彰式

@ 

青
色
申
告
制
度
施
行
記
念
で
、
当
会
役
員
を
含
む
鈎
名
の
方
々
が
受
賞

平
成
ロ
年
度
納
税
表
彰
式

税
を
知
る
週
間
の

日
月

日
日
、
ザ

・
エ

ル
シ
ィ
町
田
に
お
い
て
平
成

ロ
年
度
町

田
税
務
署
納
税
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。菱

山
署
長
か
ら
、
当
会
役
員
を
含
む
弘

名
の
方
々
に
表
彰
状
ま
た
は
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た

日
月

幻
日
に
は
、

町
田
都
税
事

務
所
で
平
成

ロ
年
度
町
田
都
税
事
務
所

[東京国税局長表彰]

八木 要殿 八木食品産業株式会社

[青色申告制度施行50周年記念

東京国税局長感謝状]

尾辻 併殿 株式会社電巧舎

[税務署長表彰]

中島国男殿 有限会社中島酒庖

三 橋信介殿 株式会社宝永堂

長
感
謝
状
贈
呈
式
が
挙
行
さ
れ
、
関
口
所

長
よ
り
都
税
事
務
所
長
感
謝
状
が
当
会

の
会
長
、

八
木
要
氏
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
た
方
々
は
、
い
ず

れ
も
永
年
に
わ
た
り
法
人
会
あ
る
い
は

そ
の
他

の
税
務
協
力
団
体
の
要
職
に
あ

っ
て
、
納
税
道
義
の
高
揚
、
税
知
識
の
普

及
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
で
す
。

[税務署長感謝状]

田中利明殿 株式会社田中食器厨房

諸星 健殿 有限会社勝一

[青色申告制度施行50周年記念

税務署長感謝状]

青木照夫殿 有限会社青木商庖

市川 操殿 有限会社大丸屋酒巨

木目田邦夫殿 株式会社あるけい総業

佐瀬三郎殿 株式会社昌電舎

島野 策殿 有限会社シマノ

鈴木賢一殿 有限会社鈴木造花庖

相馬宇佐衛殿 株式会社三和

東候 実殿 株式会社マツヤマ

守屋 仁殿 社団法人町田法人会

八木祥寿殿 株式会社マルカワ

青色申告制度施行50同年記念

税務署長感謝状受賞者および関係者の皆さん



売
上
金
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

小
山
会
長
ヘ

社会貢献
活一

祉
協
議
会
主
催
の
〈
福
祉
パ
ザ

l
〉
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

町
田
法
人
会
が
参
加
す
る
の
は

6
回

目
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
ほ
ど
物
品
の
収

集
に
苦
労
し
た
乙
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
で
も
法
人
会
の
売
上
は
ぬ
万
円

に
達
し
、
全
額
を
同
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。

今
回
も
福
祉
パ
ザ
1
の
参
加
に
あ
た
り

ま
し
て
、
経
済
状
況
の
厳
し
い
中
、
会
員

の
皆
様
か
ら
出
品
物
の
ご
提
供
と
搬
送

・

販
売
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



な
ん
と
、

八
木
会
長
が
優
勝
!

(社)町田法人会
創立50周年社団化20周年記念

第1回
チャリティ
ゴルフ大会開

』園田園圃圃圃・

i 
r 

河 町

会
長
以
下

μ
組
目
名
の
会
員
の
方
々
に

よ
り
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
は
町
田
法
人
会
の
創
立
日
周
年

と
社
団
化
初
周
年
を
記
念
し
て
企
画
さ
れ
、

同
時
に
三
宅
島
災
害
で
被
災
さ
れ
た
方
々

へ
の
義
摘
金
と
し
て
、
ワ
ン
オ
ン
チ
ャ
リ

テ
ィ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
1
回

大
会
と
言
う
事
も
あ
り
、
会
員
各
社
か
ら

総
計
mw
点
に
及
ぶ
賞
品
の
ご
協
力
を
頂
き
、

滋

d

大
会
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

桜

成
績
は
、
八
木
大
会
会
長
が
グ
ロ
ス
内
、

命

ω・
4
と
い
う
躍

ら
し
い
ス
コ

さ
れ
、

4子議る持乙

わじ》と
れ やでか%

まん雪 Jトf

しけ品主主 夕、
たんは!?

i i ii 
基おご寵
加 平ぺ 警官
し会全側
た忍;員ときコ
女どに言れア

土
品
?
レ
れ
~
。

表
彰
式
は
東
候
実
行
委
員
の
進
行
の
も

と
、
ま
ず
八
木
会
長
が
挨
拶
の
中
で
、

今

回
の
記
念
大
会
の
主
旨
を
説
明
さ
れ
、

三

宅
島
へ
の
義
摘
金
チ
ャ

リ
テ

ィ
ー
に
つ
い

て
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
の
意
を
表
さ
れ

ま
し
た
。
久
保
田
競
技
副
委
員
長
の
音
頭

で
乾
杯
の
あ
と
、
守
屋
専
務
理
事
よ
り
チ

ャ
リ
テ
ィ

1
金
額
が

口
万
円
あ
ま
り
に

の
ぼ
っ
た
旨
の
お
礼
の
報
告
が
あ
り
、
三

橋
大
会
実
行
委
員
長
に
よ
り
成
績
発
表
が

行
わ
れ
、
プ
レ
ゼ
ン
タ
!
の
尾
辻
大
会
副

@ 



会
長
、
木
目
田
競
技
副
委
員
長
よ
り
喜
び

の
入
賞
者
に
そ
れ
ぞ
れ
の
賞
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
三
津
競
技
委
員
長
よ
り
「
今
大

会
で
は
グ
ロ
ス

肌
を
切

っ
た
方
が
半
分

以
上
お
ら
れ
、
相
当
に
レ
ベ
ル
の
高
い
大

会
で
す
。
次
回
か
ら
は
、
貸
切
で
行
え
る

よ
う
な
大
き
な
大
会
に
し
て
行
き
た
い
」

と
総
評
と
抱
負
が
述
べ
ら
れ
、
第
1
回
大

会
は
盛
会
の
う
ち
に
お
聞
き
と
な
り
ま

し
た
。

協賛各社リスト

(株)イヅミ建築設計事務所

セントラルスイムクラブ成瀬

(株)相武冷凍センター

大同生命多摩支社

大同生命町田営業所

AIU西東京支庖

(株)ケーユー

(株)セん・カネコ

(有)煎茶屋

義援金は直接、三宅島長奇川村長へ

実行委員の方々

(株)田中食器厨房

(株)堤ビル

(株)電巧舎

(株)東京ト口ン保健センター

(株)中野屋

(株)宝永堂

(有)町田グリーンゴルフ

(株)マツヤマ

八木食品産業(株)

@ 



地区会の

LK河

南
4
地
区
合
同
パ
ス
研
修
会

成
瀬
第

一
、
第
二
、
小
川
・
つ
く
し
野
、
鶴
岡

「ワ
l
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
江
戸
と

水
戸
借
楽
園
の
脈
問

お
か
げ
さ
ま
で
天
候
に
恵
ま
れ
、
雨
も

降
ら
ず
長
時
間
の
パ
ス
旅
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
皆
さ
ん
楽
し
い
会
話
が
は
ず
み
と
て

も
良
い
雰
囲
気
で
し
た
。

都
心
を
ぬ
け
る
ま
で
の
問
、
ビ
デ
オ
研

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
自
捨
新
生

・社
会

貢
献
・
利
益
(
儲
け
)
は
後
か
ら
つ
い
て
く

る
!
」
と
い
う
企
業
理
念
(
精
神
)
が
大
切

で
あ
る
と
い
う
と
と
を
私
は
学
び
ま
し
た
。

最
初
の
見
学
地
、
ワ
1
プ
ス
テ
ー
シ

ョ

ン
江
戸
(
平
成
の
江
戸
時
代
)
で
は
、
広
大

な
敷
地
の
中
を
ゆ
っ
く
り
と
散
歩
し
、
江

戸
時
代
の
街
並
み
を
楽
し
み
ま
し
た
。

午
後
は
水
戸
借
楽
園
を
見
学
し
ま
し
た
。

平
日
な
の
に
観
光
パ
ス
が
駐
車
場
い
っ
ぱ

い
に
並
び
、
多
勢
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま

し
た
。

表
門
か
ら
う
っ
そ
う
と
し
た
孟
宗
竹
林

を
抜
け
、
好
文
亭
・仙
実
台
を
巡
り
、

明
暗

@ 

の
変
化
、
対
称
の
妙
の
世
界
を
楽
し
み
ま

し
た
。
寒
水
石
の
井
筒
に
清
水
が
乙
ん
こ

ん
と
湧
き
出
て
い
ま
し
た
。
露
天
商
も
い

っ
ぱ
い
で
て
い
ま
し
た
。

間
種

3
千
本
の
梅
は
三
分
咲
き
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
花
粉
症
の
方
が

多
く
、
み
ん
な
頑
張
っ
て
見
物
し
て
い
た

次
第
で
あ
り
ま
す
。

私
は
梅
の
苗
木
を

7
本
も
買
い
ま
し
た
。

な
ん
と
言
っ
て
も
水
戸
借
楽
園
の
梅
で
す

か
ら
、
と
て
も
良
い
記
念
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
杉
の
木
の
苗
も

1
本
買
い
ま
し
た
。

な
ぜ
杉
の
木
か
と
言
い
ま
す
と
、
杉
に
は

昔
か
ら
神
が
宿
る
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。

帰
路
は
、
海
産
物
直
売
屈
に
は
寄
ら
ず

首
都
圏
の
渋
滞
を
避
け
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に

横
浜
イ
ン
タ
ー
へ

。
予
定
よ
り
わ
ず
か
加

分
遅
れ
の
凶
時
半
に
到
着
。
身
体
は
少
々

疲
れ
た
も
の
の
、
心
に
は
満
足
感
が
あ
ふ

れ
、
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!
ま
た

ネ
、
ま
た
よ
ろ
し
く
ネ
!
」
・
:
と
、
口
々
に

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て
解
散
致
し
ま
し
た
。

(小
川・

つ
く
し
野
地
区
会

山
下
守
雄
)



金
森
・
高
ケ
坂
地
区
パ
ス
研
修
会

「飲
茶
バ
イ
キ
ン
グ
と

J

都
内
人
気
ス
。
ホ
ッ
ト
め
ぐ
り
L

3
月

7
日
の
パ
ス
研
修
会
は
大
好
評

で
し
た
。
八
木
会
長
、
林
地
区
会
長
は
じ

め
総
勢
鈎
名
。
八
木
会
長
の
御
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
後
、
車
中
で
の
税
金
に
つ
い
て

の
ビ
デ
オ
を
上
映
。

有
楽
町
の
相
田
み
つ
を
美
術
館
で
は
、

作
品
に
表
現
さ
れ
た
素
直
な
言
葉
と
筆
づ

か
い
に

一
同
感
心
。
忘
れ
か
け
て
い
た
素

直
な
心
と
自
然
さ
を
取
り
戻
し
た
心
安
ら

ぐ
ひ
と
時
で
し
た
。

西
麻
布
で
の
飲
茶
バ
イ
キ
ン
グ
。
こ
れ

は
こ
れ
は
に
ぎ
や
か
に
、
食
べ
た
こ
と
飲

ん
だ
こ
と
。

ω数
種
類
の
飲
茶
の
食
べ
放

題
を
心
ゆ
く
ま
で
満
喫
の
ご

一
同
は
、
皆

納
得
し
て
い
ま
し
た
。
紹
興
酒
も
大
分
す

す
み
ま
し
た
。

N
H
K
で
は
、
「
町
田
の
ニ
ュ

ー
ス
キ

ャ
ス
タ
ー
」
に
指
名
さ
れ
た
秋
山
氏
が

一

人
御
満
悦
。
大
拍
手
で
し
た
。

お
台
場
は
、
目
を
み
は
る
ば
か
り
の
新

都
市
。
若
者
の
街
、
と
い
う
観
で
す
が
、
童

心
に
戻
り
大
観
覧
車
を
楽
し
ん
だ
方
も
。

夕
闇
迫
る
頃
、

町
田
に
帰
還
の
御

一
行
。

「
楽
し
か
っ
た
。
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
来
年

お
誘
い
下
さ
い
ね
」
と
口
々
に
解
散
を
惜

し
ん
だ

一
日
で
し
た
。

募
集
当
初
か
ら
好
評
が
予
想
さ
れ
ま
し

た
が
、
参
加
者
全
員
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
、

役
員

一
同
、
ホ

ッ
と
安
堵
の

《
パ
ス
研
》
で

あ
り
ま
し
た
。

(青
柳

義
昭
)

成
瀬

2
地
区
合
同
研
修
会

税
務
研
修
&
落
語

明
[消
費
税
の
概
要
と
一落
語
」

、
判
九
時
¥

成
瀬
第

1
、
第

2
地
区
会
合
同
の
地
区

研
修
会
を

ロ
月

7
日
、
南
成
瀬
中
央
町

内
会
館

2
階
会
議
室
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。
寒
い
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
幻
名

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

〈
消
費
税
の
概
要
V

に
つ
い
て
、

町
田
税

務
署
鈴
木
上
席
指
導
官
よ
り
説
明
を
受
け

た
後
、
活
発
な
質
疑
が
あ
り
、
意
義
あ
る

勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。

カ
タ
イ
話
の
後
は
、
落
語
家
・三
遊
亭

@ 



地区会の

イfrsxト
ら
ん
丈
師
匠
の
歯
切
れ
の
良
い
落
語
を
楽

し
み
ま
し
た
。

続
い
て
懇
親
会
に
移
り
、

地
域
の
情
報

交
換
な
ど
に
話
は
尽
き
ず
、
定
刻
を
過
ぎ

日
時
に
終
了
し
ま
し
た
。

(
成
瀬
第
二
地
区
会

足
立

栄
三
)

税
務
研
修
会

「
法
人
税
改
正
点
と身

近
な
税
金
」

講
師

鈴
木
上
席
指
導
官

-
鶴
川
第

3
地
区
会

叩

月

剖

日

目

時

l

富
士
交
通
会
議
室

6
名
参
加

・
小
川
・
つ
く
し
野
、
鶴
間
地
区
会

刊
月

2
日
叩
時
初
八
万

1

す
ず
か
け
会
館
幻
名
参
加

-
相
原
地
区
会

什

月

鈎

日

市

時

i

堺
市
民
セ

ン
タ
ー

叩

名

参
加

.
本
町
田
地
区
会

2
月

辺

日

叩

時

加

分
1

本
町
田
集
会
場

内

名

参
加

・
旭
町
地
区
会

3
月
1
日

8
土
寸
心
¥
ワ

1

4
ta
n
n
H

【
司
】

，，
h』
J

げ
名
参
加

旭
町
地
区
会
館

@ 

パ
ス
研
修
会

本町田地区会税務研修会

-
鶴
川
第

1
、
第

3
地
区
会

什
月
叩
日
制
名
参
加

「
長
瀞
ラ
イ
ン
下
り
と
も
み
じ
狩
り
の
旅
」

ー
紅
葉
見
学
と
竹
膳
料
理
;

長
瀞
ラ
イ
ン
下
り
や
、
宝
登
山
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
に
て
紅
葉
を
楽
し
み
、
昼
食

は
名
物
の
竹
膳
料
理
。
秩
父
夜
祭
が
い

つ
で
も
見
ら
れ
る
秩
父
ま
つ
り
会
館

を
見
学
し
、
秋
の

1
日
を
楽
し
く
す
ご

1
ν

寺
?
し
れ
ι

。

-
鶴
川
第

2
地
区
会

2
月

白

日

灯

名

参

加

「
ピ
ン
ク
の
河
津
さ
く
ら
と
菩
狩
り
」

1
赤
尾
ホ
テ
ル
で
の
超
豪
華
昼
食
と

い
ち
ご
食
べ
放
題

l

-
小
山
地
区
会

2
月
お
日

U
名
参
加

「
ピ
ン
ク
の
河
津
桜
と

雛
の
つ
る
し
飾
り
ま
つ
り
」

1
網
元
料
理
と
ひ
も
の
セ
ン
タ
ー
ー



踊り子と一緒の鶴川第二地区会のみなさん

-
森
野
地
区
会

お
名
参
加

「
水
戸
借
楽
園
と

筑
波
山

2
大
梅
ま
つ
り
」

3
月
4
日

-
旭
町
地
区
会

3
月
日
日
初
名
参
加

「
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
森
美
術
館
と

猿
回
し
劇
場
」

1
珍
し
い
き
じ
料
理
で
懇
親

i

-
原
町
田
第

1
、
第

2
地
区
会

3
月
昨
日
刊
名
参
加

「
中
華
バ
イ
キ
ン
グ
と

都
内
芸
術
め
ぐ
り
」

;
昭
和
館
・
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美

術
館
・

N
H
K
l

網元料理屈の前にで

-
忠
生
・
山
崎
、
木
曲
目
地
区
会

3
月
市
日

m名
参
加

「
房
総
花
摘
み
と
特
上
寿
司
食
べ
放
題
」

j
ポ
ピ
l
摘
み
・
卜
ミ
ー
ズ
フ
ァ
ー
ム
・

小
泉
酒
造

1

地ち
ぎ例区よ
¥ tt .コ

プ修と
会工
ぷ夫

ェし
た

-
金
森
・
高
ヶ
坂
地
区
会

叩
月
お
日
叩
時
初
分
i

金
森

2
丁
目
会
館
山
川
名
参
加

税
務
研
修
と
健
康
講
座

*
税
務
研
修

「
法
人
税
改
正
点
と
身
近
な
税
金
」

水戸黄門様の銅像の前に集合の森野地区会

w 

@ 



地区会の

イポ~ト
*
健
康
講
座

「
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に
」

講
師
H

医
学
博
士
木
下
剛
先
生

-
金
森
・
高
ヶ
坂
地
区
会

2
月
叩
田
市
時
初
分
1

高
ヶ
坂
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

引
名
参
加

税
務
研
修
と
保
険
講
座

*
税
務
研
修

「
平
成
ね
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
」

*
保
険
講
座

「
知
っ
て
得
す
る
生
命
保
険
」

講
師
H

保
険
評
論
家
大
地
一
成
先
生

熱心に聞いている金森・高ケ坂研修会

-
原
町
田
第
1
地
区
会

什
月
げ
日

原
町
田
四
丁
目
第
一
町
内
会
会
館

1
F

叩
名
参
加

税
務
研
修
&
茶
会

*
税
務
研
修

「
気
軽
な
あ
な
た
の
た
め
の
税
金
教
室
」

*
茶
会
「
気
軽
な
茶
会
入
門
」

-
中
町
地
区
会

刊
月
初
日

市
民
ホ
ー
ル
第
二
会
議
室

叩
名
参
加

税
務
&
法
律
研
修
会

*
税
務
研
修
「
最
近
の
税
務
事
情
」

*
法
律
研
修

「
相
手
先
倒
産
か
ら
自
社
を
守
る
方
法
」

@ 

講
師
H

弁
護
士

青
木
孝
先
生

-
相
原
地
区
会

3
月
げ
日

相
原
ま
ち
づ
く
り
相
談
所

ロ
名
参
加

税
務
研
修
&
講
話

*
税
務
研
修
「
お
ま
か
せ
1

税
金
相
談
」

*
講
話
「
地
域
と
の
融
和
」

j
法
人
会
活
動
を
と
お
し
て
j

講
師
H

副
会
長

田
中
栄
氏

-
鶴
川
第

3
地
区
会

3
月
辺
日

鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー
什
名
参
加

定
期
総
会
及
び
健
康
講
座

*
平
成
ロ
年
度
定
期
総
会

*
ぎ
っ
く
り
腰
の
予
防
と
最
初
に
出
来

る
事
j
自
分
で
出
来
る
ツ
ポ
療
法
j

講
師
H

町
田
市
針
誠
灸
師
会
会
長

榎
本
誠
一
先
生



あなたの
悶の [
会員です
(株)サンコーワイズ

地
球
に
優
し
い
自
然
分
解
、

生
分
解
性
混
合
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

-
自
然
の
力
で
土
に
還

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

当
社
は
、
環
境
に
配
慮

し
た
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
原
料

(生
分
解
性
-プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
)

を
提
供
し
て
い
る
メ
ー
カ

ー
で
す
。

使
用
中
は
普
通
の
プ
ラ

ス
チ

ッ
ク
と
同
じ
機
能
を

保
ち
な
が
ら
、
土
壌
中
に

廃
棄
さ
れ
る
と
微
生
物
の

協
力
で
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
成

分
が
、
水
と
二
酸
化
炭
素
に
分
解
さ
れ
消

滅
し
ま
す
。

-
用
途
に
よ
り
分
解
速
度
を
調
整

生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
に
ヤ
シ
殻

粉
末
を
混
ぜ
る
量
や
厚
さ
を
変
え
る
こ

と
に
よ
り
、
八
万
解
消
滅
の
早
さ
を
調
整
で

き
、
い
ろ
い
ろ
な
使
い
方
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
材
料
を
利
用
し
た
プ
ラ
ス

チ

ッ
ク
製
品
で
あ
れ
ば
、
ゴ
ミ
や
廃
棄
物

に
よ
る
埋
め
立
て
問
題
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

問
題
等
の
解
決
の
糸
口
と

な
り
ま
す
。

ゴ
ミ
袋
、
育
苗
ポ

ッ
ト
、

各
種
ト
レ

l
、
平
組
、
口

ー
プ

、
食
品
容
器

、
砂

漠

緑
化
等
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
(材
料
の
分
解
結
果

等
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご

覧
く
だ
さ
い
)

プ

ラ
ス
チ

ッ
ク
製
品
の

後
処
理
等
で
お
困
り
の
会

社
は

、
ぜ
ひ
当
社
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

事ヂ

株式会社サンコーワイズ
東京都町田市南つくし里子1・1-26TEL. FAX 042・796-4392

URL: httpγwww.bekkoame.ne.jp/i/ga2855/sankohwise.html 

Email: ga2855@i.bekkoame.ne.jp ゐ
?
?

| 会員を紹介します。ご寄稿には、事務局宛ご一報ください。次回の発行は8月予定です。 目

@ 



俳句の部

短
歌

俳
句
欄

南忘
十ぷ却

字 と主

見書}.!-'
えっ主
ざに 1
りは蕗蒜
し哀宵 エ
夜し itJJ 
に 草堂

砂£-
旅灼ゃ前言
了tけ J長刷
るて 与園

ム民

(
株
)
ア
ロ
1
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

矢
沢

か
わ
た
れ
の

土

橋

を

戻

る

春

の

猫

福
祉
園
患
者
食
に
も
年
の
豆

水な
餅り
のわ

護主を

ぬ
く
も
る

(
株
)
堤
ビ
ル

海
に
求
め
し
年
の
豆

薄
陽
か
な

点
々
と

初
明
り

渓
流
や

タ
ラ
イ
オ
の

冬
の
霧

春
浅
し

堤

(
株
)
三
興

渋
谷

赤
き
花
片
に

消
え
か
か
る
炎
に し

づ
り
雪

力
見
る

(
株
)
日
経
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

丸
山

山
椴
魚
の

影
ゆ
ら
ぎ

葉
文
に
小
鳥
や

山
田
城

(
有
)
理
容
ひ
か
る

1J7't 

雨奥
の山
梢寺
にを

鳩2つ
一 つ
羽み

け
り

武
敏
栄消

藤
夫

ハツエ

柘ざ尾
棺寸艮
笑 わ
みた

り

朝
日
浴
び

友
見
舞
う

わ
ら
び
採
り

夜
な
べ
し
て

(
有
)
シ
マ
ノ

並
ぶ傾t
I也 ぐ
蔵日
の差

し
の

(
株
)
マ
ツ
ヤ
マ

氷
壁
の
ピ
ル

冬
三
日
月
と

丸
昭
シ
ル
ク
(
株
)

繕:リ
、， ツ
つ h

はみ

令i
ん 6

(
株
)
町
田
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー

ザ
早
一
明
や

耳
打
ち
の

残
雪
の

風
の
ほ
か

、
ど
の
庖
も

校
門
好
き
な

息
の
甘
さ
や

(
株
)
千
石
屋

家
路
を
照
ら
す

(
有
)
う
ち
だ

渡
る
も
の
な
き

富
士
交
通
(
有
)

小
正
月
の
声

肩

議±
つ匂

ふ

島
野

東
{傑

き
ら
き
ら
す

帰
る
道

堀
内

色子
槌ぁ等
せ の
し夢

主
方

い
よ
子

猫
に
な
り

ヒ
ヤ
シ
ン
ス

高
橋

宵
の
月

内
田

寒
の
湖

浅 卜
草百
寺 川

好
子

節
去

千IJ

子
初
枝

正
子

良
子

足
跡
ヘ

雪
塊
が

細
道
の

立
春
の

寒
の
空

一
言
に

(
有
)
高
梨
肉
応

歩
幅
合
わ
せ
し

(
株
)
フ
サ
ミ
ボ
ー
リ
ン
グ

座
り
続
け
し

神
蔵
興
業
(
有
)

雪
か
き
作
業

(
有
)
す
ず
か
け
商
事

声
澄
み
通
る

白
井
産
業
(
株
)

文
化
を
結
ぶ

(
有
)
協
同
電
気

ひ
と
と
と
返
し

短
歌
の
部

(
株
)
飯
田
機
械
産
業

高
梨

雪
の
道

中
村

門
の
前神

蔵

楽
し
か
り友

井

体
育
館白

井

十

橋

蜜み畔
柑2崩
む
く

飯
田

雪
入山そ
りのこ
日の
が上み
縁付こ春 郵
をふの便
ん斗P

赤わ 入ス
くり H ト

が lこ
警浮眼
手会2

コp;

の

員
赤
な
る

目
差
し
て

@ 

ナ
ヲ

| 短歌・俳句をお寄せください。ご寄稿には、事務局宛てご一報ください。次回の発行は8月予定です。 I 
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西
村
宗
先
生

青年部会・女性部会・合同講演会

「部会員相互の
交流をはかつて、楽しく開催」

I • 

主ム
口

第
1
部
講
演
会
「
毎
日
が
勝
負
」

i
幻
世
紀
に
ど
う
活
か
せ
る
か

発
想
の
転
換

i

日
月
辺
日
、
青
年
部
会

・
女
性
部
会
の

合
同
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第

1
部
は
、
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ

ー
ル
に
て
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞

4
コ
マ
漫
画

「
サ
ラ
リ
君
」
を
連
載
し
て
い
る
、
西
村

宗
氏
に
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

初
年
に
わ
た
り
、
雨
の
日
も
風
の
日
も

休
む
こ
と
な
く
、
サ
ラ
リ

一
家
の
日
常
を

描
き
続
け
て
き
た
西
村
先
生
の
苦
労
話
や
、

日
々
の
情
報
収
集
の
話
な
ど
、
ち
ょ

っ
と

し
た
記
事
か
ら
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
常
に
世
の
中
に
ア

ン
テ
ナ
を
は

っ
て

い
な
け
れ
ば
、
毎
ー
の

連
載
は
大
変
だ
と
い
う
乙
と
で
す
。

第
2
部
会
員
交
流

「
落
語
界
う
ら
お
も
て
一
と

洋
食
フ
ル
コ
l
ス

場
所
を
エ
ル
シ
ィ
に
移
し
て
、
会
員
相

互
の
交
流
と
部
会
員
増
強
を
目
的
に
「
落

語
界
う
ら
お
も
て
」
と
題
し
て
鈴
々
舎
わ

か
馬
さ
ん
に
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
洋

食
フ
ル
コ

l
ス
に
よ
る
お
食
事
で
、
懇
談

の
ひ
と
と
き
を
な
ご
や
か
に
す
ご
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
最
後
に
わ
か
馬
さ
ん
に
よ

る
落
語
で
大
笑
い
の
う
ち
に
楽
し
く
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

鈴々舎わか馬さん

@ 



女
性
部
会
・
税
務
研
修

「
相
続
今
・
昔
」
に

参
加
し
て

去
る

ロ
月

5
日、

事
務
局
に
於
て
税

務
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
田
税
務

署
の
菱
山
署
長
さ
ん
に
、
「
相
続
今
・昔」

と
い
う
主
題
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
ず
、
相
続
に
つ
い
て
、
旧
民
法
と
現

在
の
法
律
の
遣
い
や
諸
外
国
と
の
相
違
な

ど
、
興
味
深
い
事
例
を
挙
げ
て
の
お
話
し

は
と
て
も
判
り
や
す
く
、
ま
た
、
質
疑
応

答
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
質
問
が
出
た
た
め
、

予
定
の
時
聞
を

オ
ー
バ
ー
す
る

ほ
ど
で
し
た
。

今
回
の
研
修

で
は
、

《
相
続
》

が
〈
争
族
》
に
な

ら
な
い
よ
う
に

し
か

る
べ
き
準

備
を
し
、
さ
ら
に
、

ど
の
様
な
価
値
観
を
持
つ
こ
と
が
必
要
な

の
か
つ
く
づ
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
署
長
さ
ん
が
お
話
の
中
で
引
用

な
さ
っ
た
、
「
愛
妻
(
夫
)
・
納
税
・
墓
参
り
」

.
・
を
こ
れ
か
ら
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
日
々

暮
ら
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

(
内
田
正
子
)

@ 

女
性
部
会
・
新
年
会

新
春
初
詣
と

隅
田
川
ロ
橋
め
ぐ
り

経
済
も
運
勢
も
、
少
し
も
上
向
か
な
か

っ
た
昨
年
。
本
年
は
気
分

一
新
、
会
員
の

皆
様
も
清
々
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い

る
中
〈新
春
初
詣
と
隅
田
川
口
橋
め
ぐ
り
V

女
性
部
会
新
年
会
を

1
月
間
日
に
品
名

参
加
の
も
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前

9
時
に
法
人
会
前
を
出
発
。
車
中

で
神
蔵
部
会
長
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
に

「ま

じ
め
に
お
客
様
の
身
に
な
っ
て
応
対
し
、

い
つ
で
も
物
事
の
決
断
を
早
急
に
す
る
事



を
基
本
に
事
業
を
営
ん
で
行
け
ば
、
必
ず

良
い
方
向
に
向
か
い
ま
す
。
そ
し
て

一
す

の
企
業
に
も
五
分
以
上
の
利
が
め
ぐ

っ
て

来
る
よ
う
に
、
尚

一
層
内
助
の
功
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
女
性
部
会
の
盛
り

上
げ
に
も
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ス
は
進
み
明
治
神
宮
へ

。
歴
史
と
都

会
の
中
の
大
き
な
自
然
に
触
れ
、

玉
砂
利

の
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
聞
き
な
が
ら
お
ご
そ
か

に
参
拝
し
ま
し
た
。
次
に
ホ
テ
ル
イ
ン
タ

ー
コ

ン
チ
ネ
ン
タ
ル
東
京
ベ
イ
で
バ
イ
キ

ン
グ
昼
食
。
そ
し
て
日
の
出
桟
橋
よ
り
心

う
き
う
き
、
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
に
隅
田
川

ロ

橋
め
ぐ
り
。
そ
し
て
浅
草
寺
に
着
き
、
雷

門
よ
り
小
正
月
の
飾
り
の
商
庖
を
進
み
、

願
い
ー事
を
た
っ
ぷ
り
し
ま
し
た
。

一、
印
帳
へ
毛
筆
の
達
筆
な
素
早
さ
の

若
者
に
し
ば
し
見
と
れ
、

お
土
産
も
早
々
に
と
げ

ぬ
き
地
蔵
へ

。
念
入
り

に
お
地
蔵
様
を
ガ

l
ゼ

で
洗
い
ま
し
た
。
巣
鴨

原
宿
の
商
屈
を
点
々
と

の
ぞ
き
見
、

一
路
、
運
転
手
木
住
野
さ
ん
、

満
面
の
笑
顔
の
河
井
ガ
イ
ド
さ
ん
に
守
ら

れ
無
事
に
町
田
へ

。

新
春
の
初
詣
で
た
く
さ
ん
の
願
い
を
か

け
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
、
全
会
員
に
幸
せ

が
巡
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

(吉
川
良
子
)

女
性
部
会
・
交
流
会

市
川
法
人
会

女
性
部
会
と
の

交
流
会
と

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

隅田川水上パスにて

明
日
は
桃
の
節
句
と
い
う
の
に
今
朝
は

な
ご
り
雪
が
降
り
少
々
寒
か
っ
た
の
で
す

が
、
ロ
年
度
最
後
の
行
事
で
あ
る
交
流
会

を、

3
月

2
日
に
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
出
席
者
認
名
で
、
市
川
法
人
会

女
性
部
会
と
の
交
流
会
及
び
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
を
見
学
し
ま
し
た
。

市
川
法
人
会
は
、
千
葉
県
に
あ
る
「
世

界
の
」
浦
安
市
と
市
川
市
の

二
市
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
女
性
部
会
は
、

昭
和
田
年
に
発
足
し
て
、
昨
年
の

6
月

に
初
周
年
を
迎
え
た
そ
う
で
す
。

先
方
は
、
現
在
日
代
続
い
て
い
る
老
舗

の
女
将
や
、
若
き
女
性
企
業
家
と
ま
さ
に

新
旧
と
り
ま
ぜ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
部
会

同
ロ
名
が
出
席
し
て
、

当
方
と
事
業
報
告
、

@ 



意
見
の
交
換
な
ど
を
致
し
ま
し
た
。

年

4
千
円
の
会
費
で
、
見
学
研
修
会
・

税
務
研
修
会
の
開
催
。
ま
た
は
市
民
祭
り

へ
の
参
加
に
よ
る
地
域
貢
献
。
お
よ
び
地

域
に
お
け
る
法
人
会
の
在
り
方
な
ど
を
聞

き
な
が
ら
唇
一食
を
共
に
し
、
終
始
な
ご
や

か
な
雰
囲
気
の
中
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、

「大
人
・
子

市川・町田両女性部会長

供
も
楽
し
め
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
-
エ
ン

タ
ー

テ
ィ
メ
ン
ト
の
世
界
」
と
言
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
、
キ
ャ
ス
ト
が
ど
の
ゲ
ス

ト
に

対
し
て
も
生
き
生
き
と
し
た
笑
顔
で
迎
え
、

「お
は
よ
う
・
こ
ん
に
ち
は
」
の
挨
拶
を
し

あ
う
。
ゲ
ス
ト
に
夢
を
与
え
る
。
語
尾
は

き
つ
く
な
く
や
わ
ら
か
く
す
る
な
ど
、
社

員
教
育
が
徹
底
し
て
行
わ
れ
て
い
る
事
を、

朝
パ
ス
の
中
で
事
務
局
よ
り
説
明
を
受
け

て
い
た
の
で
、
と
て
も
い
い
見
学
と
な
り

ま
し
た
。

実
際
入
園
し
て
み
て
、
私
達
は
ま
る
で

童
心
に
返
る
か
の
よ
う
な
楽
し
さ
を
、感
じ、

そ
の
教
育
の
成
果
を
肌
で
実
感
致
し
ま
し

た
。

暗
い
ニ
ュ

ー
ス
の
多
い
昨
今
で
す
が
、

私
達
女
性
部
会
の
会
員
も
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
の
社
員
の
よ
う
に
笑
顔
と
挨
拶
で
お

客
様
を
お
も
て
な
し
す
る
心
を
忘
れ
ず
に
、

明
日
に
向
か

っ
て
楽
し
く
仕
事
が
で
き
る

よ
う
念
じ
つ
つ
ロ
年
度
最
後
の
行
事
を

終
了
致
し
ま
し
た
。

(
藤
原

公
子
)-d!; 

市川・町田女性部会総勢44名で記念撮影

@ 

青
年
部
会
・
見
学
研
修
会

青
梅
・
津
乃
井
の

蔵
元
を
訪
ね
て
・•. 

2
月
日
日
、
部
会
員

四
名
の
参
加
で

見
学
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
今
ま
で
と
趣
き
を
変

え
て
、

青
梅
法
人
会
の
青
年
部
会
と
の
懇

親
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
う
え
で
、

大
多
摩
ハ
ム
の
工
場
見
学
、
清
酒

・
津
乃

井
の
酒
蔵
を
見
学
し
た
後
、

青
梅
法
人
会

青
年
部
会
と
合
流
し
て
新
年
合
同
研
修
会

と
懇
親
会
と
い
う
内
容
で
し
た
。

正
午
に
事
務
局
前
に
集
合
し
、
パ
ス
の

中
で
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
、

一
路
福
生

駅
近
く
に
あ
る
大
多
摩
ハ
ム
小
林
商
会
へ

向
か
い
ま
し
た
。

午
後

2
時
過
ぎ
に
到
着
し
、
若
き

3

代
目
社
長
で
あ
り
青
年
部
会
長
で
も
あ
る

小
林
さ
ん
に
迎
え
ら
れ
、
早
速
大
多
摩
ハ

ム
の
創
立
か
ら
今
ま
で
の
実
績
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
帽
子
と
長
靴
か
っ

ぽ
う
着
を
着
て
、
清
潔
な
工
場
の
中
で
説



明
を
受
け
な
が
ら
各
工
程
を
見
学
し
ま
し

た
。次

は
パ
ス
で
羽
分
ほ
ど
山
の
中
に
入

っ
た
所
に
あ
る
〈
、
津
乃
井
》
の
蔵
元
、

小
、津

酒
造
に
到
着
。
小
津
社
長
の
お
出
迎
え
を

受
け
、
ま
ず
抑
年
前
に
つ
く
ら
れ
た
一
番

古
い
蔵
(
現
在
は
貯
蔵
庫
と
し
て
使
用
)

に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。
蔵
続
き
で
は
あ
り

ま
す
が
、
年
代
ご
と
に
つ
く
ら
れ
た
建
物

を
移
動
し
、
各
工
程
を
社
長
自
ら
の
面
白

お
か
し
い
ご
説
明
を
受
け
な
が
ら
試
飲
も

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
大
満
足
の
よ

う
で
し
た
。

お
二
人
の
お
話
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と

は
、
「
ど
ち
ら
も
お
客
様
に
美
味
し
い
も

の
を
安
心
し
て
食
べ
て
、
飲
ん
で
頂
こ
う

と
い
4
0
気
持
ち
か
ら
考
え
て
商
売
を
し
て

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
自
身
も
飲

常

食
業
に
携
わ
っ
て
い
る

の
で
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
、
ま
た
再
確
認
に

も
な
り
ま
し
た
。

部会
( 

再
び
大
多
摩
ハ
ム
さ

ん
に
戻
り
、
こ
ち
ら
で

経
営
し
て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン

《
シ
ュ
ト
ゥ

ー
ベ
ン

・オ
l
タ
マ
》
に
て
、
先
ほ
ど
の

《
津

乃
井
V

の
蔵
元
・

小
津
社
長
を
講
師
に
お

招
き
し
、
合
同
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

演
題
は
「
小
津
家
辺
代
目
、
事
業
継
承
を

語
る
」
で
し
た
。
こ
れ
は
ト
ッ
プ
の
心
得
・

理
念
・
判
断
な
ど
、
ご
自
身
の
お
考
え
を

お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
大
多
摩
ハ
ム
さ
ん
ご
自

慢
の
料
理
と
、
(
こ
ち
ら
の
ハ
ム
、
ソ
ー
セ

ー
ジ
は
世
界
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受

賞
し
て
い
ま
す
)
さ
ら
に
青
梅
の
部
会
員
、

石
川
酒
造
さ
ん
が
作
っ
て
い
る
地
ビ

l
ル

(
全
国
地
ビ

l
ル
コ
ン
ク

ー
ル

で
銀
賞
受

賞
)
を
い
た
だ
き
な
が
ら
の
懇
親
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

最
初
の
予
定
で
は

9
時
加
分
に
町
田

着
で
し
た
が
、

青
梅
を
出
発
し
た
の
が
そ

の
時
間
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

着

い

た
の
は
な
ん
と
日
時
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
誰

一
人
と
し
て

文
句
を
言
う
人
も
な
く
、
帰
り
の
パ
ス
の

中
も
と
て
も
賑
や
か
で
し
た
。

今
回
の
こ
の
新
た
な
試
み
は
、
と
て
も

勉
強
に
な
り
自
己
啓
発
に
も
な
り
、
改
め

て
法
人
会
に
入
っ

て
い
た
か
ら
乙
そ
こ
の

よ
う
な
貴
重
な
経
験
が
出
来
た
ん
だ
と
実

感
し
ま
し
た
。
企
画
す
る
方
は
大
変
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
改
め
て
感
謝
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

毎
回
こ
の
よ
う
な
勉
強
に
な
る
体
験
が
、

必
ず
出
来
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、

参
加

し
な
け
れ
ば
出
会
え
ま
せ
ん
。
是
非
と
も

仲
間
と
し
て
皆
さ
ん
の
研
修
会
へ
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(
諸
星

征
孝
)

ハム工場見学で説明を受ける部会員

@ 



司
会
の
長
尾
副
部
会
長

源
泉
部
会
・
年
末
調
整
等
説
明
会

側
余
名
が
参
加

平
成
ロ
年
度
年
末
調
整
等

説
明
会
を
各
所
で
開
催

例
年
日
月
後
半
は
、
税
務
署
・
市
役
所
・

法
人
会
の
三
者
が
共
催
で
給
与
所
得
の
年

末
調
整
の
仕
方
と
法
定
調
書
等
の
提
出
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、

平
成

ロ
年
度
も

日
月
口
日
か
ら

M
日
ま

で
5
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
日
月
日
日
、
法
人
会

の
源
泉
部
会
員
を
対
象
に
八
千
代
銀
行
町

田
支
屈
の
会
議
室
を
借
用
し
、
同
様
の
説

明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
も
源
泉
部
会
の
主
催
に
よ

る
恒
例
の
年
中
事
業
で
、

参
加
者
に
は
(
財
)
大

蔵
財
務
協
会
発
行
の

『年

末
調
整
の
し
か
た
』
が

無
料
で
配
布
さ
れ
ま
し

た
。

部会
イ

開
催
に
あ
た
り
町
田
税
務
署
の
古
川
副

署
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

副
署
長
は

「大
部
分
の
給
与
所
得
者
の
年

税
額
が
確
定
す
る
乙
と
と
な
る
こ
の
大
事

な
年
末
調
整
事
務
を
改
正
点
な
ど
確
認
し

正
確
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
」
と
強
調
さ

れ
る
と
と
も
に
、
大
口
徴
収
義
務
者
を
以

て
組
織
し
て
い
る
法
人
会
の
源
泉
部
会
に

対
し
、
平
素
の
税
務
行
政
へ
の
協
力
に
感

謝
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
参
加
者
は
日

名
で
し
た
。

ま
た
こ
の
後
げ
日
か
ら
実
施
さ
れ
た

同
説
明
会
の
参
加
者
は
延
町
名
で
、
源
泉

部
会
と
合
わ
せ
た
総
参
加
者
は
側
名
で

し
た
。
各
会
場
で
の
司
会
は
、
源
泉
部
会

役
員
及
び
専
務
理
事
が
分
担
し
ま
し
た
。

挨
拶
さ
れ
た
古
川
副
署
長

@ 



委
員
会
か
ら
の

PC簿記をさらに追加して・.. 
実務に役立つ講習会を目指して実施しています

研
修
委
員
会

延
べ
参
加
者
数
は
の
名

秋
か
ら
の
講
習
は
、
あ
ら
た
に
パ
ソ
コ

ン
簿
記
講
習
会
を
開
設
し
て
充
実
し
た
も

の
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

P
C
講
座
は

申
込
み
の
多
い
い
講
座
を
追
加
し
て
実
施

し
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
努
力
を
し
て
い
ま

す
。簿

記
講
習
会
に

P
C簿
記
を

新
設
し
て
実
施

簿
記
講
習
会
で
は
、
新
た
に
パ
ソ

コ
ン

簿
記
講
習
を
開
設
し
、《
初
心
者
の
た
め

の
実
務
簿
記
講
習
会
》

と
《
パ
ソ

コ
ン
簿

…叩究会

E 

記
講
習
会
》
を
実
施
し
ま
し
た
。
簿
記
の

基
礎
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

仕
訳
の
処
理
の
仕
方
か
ら
決
算
書
を
つ
く

る
ま
で
、
実
務
レ
ベ
ル
で
役
立
つ
内
容
で

す
。パ

ソ

コ
ン
簿
記
講
習
会
で
は
、
仕
訳
を

パ
ソ

コ
ン
に
入
力
す
る
と
元
帳
や
補
助
簿

な
ど
が
更
新
さ
れ
、
精
算
表
ま
で
ボ
タ
ン

ひ
と
つ
で
作
成
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
仕

組
み
を
解
説
し
な
が
ら
、
パ
ソ

コ
ン
会
計

で
の
誤
り
易
い
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
な
ど

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
初
心
者
の
た
め
の
実
務
簿
記
講

習
会
は
、
元
帳
や
精
算
表
の
作
成
を
手
作

業
で
お
ぼ
え
て
い
き
ま
す
。
例
題
か
ら
、

仕
訳
↓
元
帳

へ
の
転
記
↓
精
算
表
の
作
成

と
簿
記
の
流
れ
に
沿
っ
て
分
り
や
す
く
説

明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

第

1
回
パ
ソ
コ
ン
簿
記
講
習
会

9
周
昨
日
か
ら
か叩
月
お
日

号

一

-

J

f

ぷ

h

山
市

Y
ず

1
d

n月
2
Eが、
h
一抱
一
月
引
日

延
べ
参
加
数

ト
ω名

N

-
受
講
者
の
声
・

0
現
在
、
手
書
き
で
帳
簿
を
作
成
し
て
い

る
の
で
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
と
と

て
も
便
利
だ
と
思
い
ま
し
た
。
(3
回
目
)

O
実
務
の
お
話
し
を
し
て
頂
く
と
と
て
も

八
万
り
や
す
か

っ
た
で
す
。
(6
回
目
)

O
簿
記
と
い
う
も
の
が
自
分
な
り
に
少
し

は
理
解
で
き
ま
し
た
。
税
理
士
さ
ん
に

任
せ
て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
、
い
か
に

経
理
に
対
し
て
無
関
心
だ

っ
た
か
実
感

し
ま
し
た
。
(最
終
回
)

J

J

g

i

j

j
M伊

PC簿記・清水先生

@ 



第
鈎
回
初
心
者
の
た
め
の

実
務
簿
記
講
習
会

9
丹
市
日
か
ら
什
丹
市
日

延
べ
参
加
数
引
名

(有
)
い
ち
の
や

(株
)
内
藤
電
誠
町
田
製
作
所

(有
)
リ
ブ
シ
ョ

ッ
プ
ア
ー
バ
ン

平
井
管
工

(有
)

(株
)
成
和

(株
)
成
和

成
和
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

(株
)

(有
)
プ
ラ
イ
ム
リ
サ
ー
チ

(株
)
ワ
タ
ナ
ベ
電
化

(
叩
回
)

敬
称
略
)

渋

谷

春

夫

佐

藤

哲

西
岡
員
知
子

平
井
知
雅
子

一
倉

悦

子

柚

木

明

美

千

葉

昌

美

多

国

彦

孝

鈴
木

美

幸

初級実務簿記・小松先生

-
受
講
者
の
声
・

0
基
礎
を
し

っ
か
り
習

っ
て
い
る
と
い
う

安
心
感
が
あ
り
ま
す
。
(3
日
目
)

。
八
刀
ら
な
い
問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
、
き

ち
ん
と
教
え
て
く
だ
さ
る
と
こ
ろ
が
う

れ
し
い
で
す
。

。
ま

っ
た
く
初
め
て
の
簿
記
で
し
た
が
、

や
は
り
難
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
簿
記

が
好
き
な
の
で
、
教
え
て
頂

い
た
こ
と

を
復
習
し
て
勉
強
し
ま
す
。
(
最
終
日
)

@ 

パ
ソ
コ
ン
教
室

パ
ソ
コ
ン
教
室
は
、
法
人
会
の
本
部
事

業
で
唯

一
夜
間
に
お
こ
な
っ
て
い
る
講
習

会
で
す
。

内
容
は
、

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
を
対
象
と

し
て
教
材
の
表
計
算
ソ
フ
ト
〈
何
M
BG
を

使
い
な
が
ら
、
パ
ソ
コ
ン
の
扱
い
方
や
合
×
2
0

の
基
礎
知
識
、
表
と
グ
ラ

フ
を
使

っ
た
実

務
的
な
資
料
作
り
な
ど
を
講
習
し
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
モ
ニ
タ

ー
画

面
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
て
、
マ
ウ
ス

の
動
き
を
分
か
り
ゃ
す
く
説
明
。
ま
た
、

分
か
ら
な
い
点
が
あ
っ
て
も
ア
シ
ス
タ
ン

ト
の
講
師
が
す
ぐ
助
け
に
来
て
く
れ
ま
す
。

第
竹
田
パ
ソ
コ
ン
教
室

叩
月

2
日
か
ら
什
月
沼
田

(6
回
)

会
場
・
町
田
経
理
専
門
学
校
1
号
館

延

べ

参

加

数

防

名

修
了
者
名
簿
(
幻
名

敬
称
略
)

(有
)
ア
ク
セ
ス

(有
)
御
屋
敷
造
園

鈴江
木口

昌
樹

盛
之



(有
)
笠
原
デ
ン
キ

(有
)
共
和
按
建

(株
)
小
関
工
務
庖

(有
)
三
迂
電
機

C
-
H
・
C
シ
ス
テ
ム
(
株
)

(有
)
祥
栄

(株
)
昭
栄

相
武
日
東
工
|
ス

(株
)

双
立
建
設

(株
)

太
陽
商
事

(
株
)

(有
)
伊
達
興
産

(株
)
鶴
間
製
菓

(株
)
都
南
警
備
保
障

(株
)
ト
ネ
パ
ー
ツ

(有
)
ド
ラ

ッ
グ
ス
ギ
ヤ
マ

(有
)
ド
ラ

ッ
グ
ス
ギ
ヤ
マ

/¥ 

4議

笠

原

秀

子

中

坪

共

和

老

沼

綾

子

堀

内

迂

石
田
和
之

川

崎

博

信

戸
嶋
と
も
子

久
保
ミ
ネ
子

中

村

暁

郎

渡

辺

栄

松
田
奈
緒
子

名

地

香

田
中
香
代
子

坂
倉
日
出
男

杉

山

憲

夫

杉
山
み
ゆ
き

日
新
タ
イ
ル

(株
)

野
村
建
設

(株
)

(有
)
ハ
ラ
ヤ
マ
オ
ー
デ
ィ
オ

平
井
管
工

(有
)

(有
)
マ
ル
イ
商
庖

ミ
ッ
ク
電
子

(有
)

(有
)
武
藤
商
事

(有
)
リ
ブ
シ
ョ

ッ
プ
ア
ー
バ
ン

(有
)
理
容
長
津

亀

山

和

男

荻

悦

子

原
山
登
美
子

平
井
知
雅
子

田

所

武

美

石
川
琵
さ
枝

中

村

節

子

西
岡
民
知
子

長
津
喜
美
江

-
受
講
者
の
声
・

0
大
変
楽
し
く
練
習
で
き
ま
し
た
。
す
ぐ

に
質
問
で
き
助
か
り
ま
す
。
(初
日
)

O
仕
事
の
役
に
立
ち
そ
う
な
機
能
を
お
ぼ

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
(2
日
目
)

O
今
後
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
う
え
で
大

変
有
意
義
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
(最

終
回
)

ホ
ー
ム
ベ
l
ジ
作
成
を
体
験

P
C
ラ
l
ニ
ン
グ
コ
l
ス

第

3
期

P
C
ラ
l
ニ
ン
グ

コ
l
ス
は
、

去
る

2
月

8
日
か

ら
実
施
。
以
後
毎
週

金
曜
日
に
様
々
な
内
容
で
開
催
し
ま
し
た
。

講
習
内
容
は
、
こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を

導
入
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
か
ら
、
自

分
で
ホ

l
ム
ペ
l
ジ
が
作
成
し
た
い
と
い

う
方
ま
で
を
対
象
と
す
る

7
種
類
。
講
師

に
は
、
外
部
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

石
野
さ
ん
が
担
当
。
分
か
り
ゃ
す
い
説
明

と
好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
。

第

3
期

P
C
ラ
l
ニ
ン
グ
コ
l
ス

親切でやさしい石野先生

2
月

8
日
か
ら

3
月

9
日
(
叩
回
)

延
べ
参
加
数

U
名

ぷ主
主~"ない正ぜ・付録栂，



申
告
書
の
書
き
方
説
明
会
を
開
催

申
告
書
を

自
分
で
作
成
し
て
み
よ
う
!

日
月

6
日
、
法
人
会
事
務
局
に
お
い
て

法
人
税
申
告
書
の
書
き
方
説
明
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
の
目
的
は
、
決
算
書
を
作

成
し
た
会
員
企
業
が
申
告
書
を
自
社
(
自

分
)
で
作
成
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。参

加
さ
れ
た
方
の
感
想
を
お
聞
き
し
て
、

そ
の
都
度
内
容
を
見
直
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
説
明
は
、
大
変
好
評
を
頂
き
ま

し
た
。

-
出
席
者
の
声
・

0
新
設
法
人
で
す
の
で
、
税
務
・
簿
記
等

の
講
習
会
に
は
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ヘ
毛、ず

い

ジ

号

F
3
1
長

川
、
官
、

t
A
V
4
4

ー

消
費
税
の
説
明
会
を

間
税
会
と
共
催

ま
た
、
日
月

7
日
に
は
税
を
知
る
週

間
の
協
賛
事
業
と
し
て
町
田
問
税
会
と
共

催
で
消
費
税
の
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

税
込
・
税
別
の
処
理
の
遣
い
や
帳
簿
書

類
の
保
存
規
定
な
ど
、

誤
り
の
多
い
事
項

に
つ
い
て
町
田
税
務
署
の
鈴
木
上
席
指
導

官
か
ら
説
明
し
て
い
た
、だ
き
ま
し
た
。
(参

加
者
四
名
)

厚
生
委
員
会

今
回
も
山
名
が
受
診
成
人
病
検
診

〈
肥
満
度
〉
〈
高
脂
血
症
〉

〈
肝
機
能
〉
が
三
大
所
見
項
目

平
成
ロ
年
度
も
、
去
る

日
月
幻
日

・お

日
の
両
日
で

1
日
人
間
ド

ッ
ク
形
式
の

成
人
病
健
診
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
も
会
場
提
供
者
の
ご
協
力
や
、

財
団
法
人
全
日
本
労
働
福
祉
協
会
健
診
セ

ン
タ
ー
の
ご
支
援
を
得
て
法
人
会
の
福
利

厚
生
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
よ
う
や
く
定

着
し
ま
し
た
。

@ 

平
成

8
年
度
に
初
め
て
実
施
し
て
以
来
、

翌

9
年
度
か
ら
は

5
月
と

日
月
に
そ
れ

ぞ
れ

2
日
間
実
施
し
て
い
ま
す
。

費
用
は
健
診
コ
l
ス
・
検
査
項
目
に
よ

り
異
な
り
ま
す
が
協
会
料
金
の
約

3
割

安
と
な
っ
て
お
り
所
要
時
間
は
平
均

2

時
間
位
で
す
。

今
回
の
受
診
者
は
男
性

部
名
、
女
性
犯

名
、
合
計
山
名
で
し
た
。

結
果
は
そ
れ
ぞ
れ
の
受
診
者
に
通
知
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
検
査
結
果
を
ト
ー

タ

ル
で
見
ま
す
と
、
有
所
見
率
の
高
い
項
目

は
男
女
と
も

〈肥
満
度
〉
〈
高
脂
血
症
〉
〈
肝

機
能
〉
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
可
能
な
限
り
定
期
的
に
受

診
さ
れ
、
体
調
に
異
状
が
な
け
れ
ば
健
康

に
自
信
と
安
心
を
、
ま
た
異
状
は
「
早
期

発
見
・
早
期
治
療
」
に
よ
り
、
自
ら
の
健
康

管
理
に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

当
会
で
は
、
今
後
も
毎
年
春
と
秋
に
実

施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
実
施
の
際
は
、

そ
の
都
度
全
会
員
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



広
報
委
員
会

東
法
違
の

広
報
研
修
会
に
参
加

去
る
日
月
辺
日
、
東
中
野
・
日
本
閣
に

お
い
て
恒
例
の
広
報
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

町
団
法
人
会
か
ら
は
木
目
田
委
員
長
が
参

加
し
ま
し
た
。

し添
た削こ
。講の

評研
と修
ι+ 之』
唱守 ~ 

別は
講~

害法
り人
2 全

部の
構会
成報
での

「
緊
急
事
態
発
生
時
の
広
報
対
応
」

|
ク
ラ
イ
シ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
|

(
株
)
電
通
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ

専
務
取
締
役

田
中

正
博
氏

講
演
要
旨

東
京
商
工
会
議
所
発
行
の
「
ク
ラ
イ
シ

ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
す
で
に

3
万

6
千
部
売
れ
、
特
に
多
く
の
経
営
者

が
買
っ
て
い
っ
た
。

今
年
、
大
企
業

4
社
の
経
営
者
の
責
任

が
問
わ
れ
、
ト
ッ
プ
が
交
代
し
た
。
大
企

業
だ
け
で
な
く
、
中
小
企
業
の
経
営
者
に

も
起
こ
る
こ
と
で
あ
る
。

ー
、
危
機
を
増
大
さ
せ
る
三
つ
の
変
化

ω筋
論
ク
レ
ー
マ
ー
と
訴
訟
の
多
発
時

ι
L
 

a
a
E
E
 

対
応
の
誠
意
が
重
要
、
面
談
と
ス
ピ
ー

ド
対
応
。

ω内
部
告
発
が
不
可
避
の
時
代

違
法
行
為
の
防
止
対
策
。

ωト
カ
ゲ
の
シ
ッ
ポ
切
り
か
ら
ト
カ
ゲ

の
シ
ャ
ッ
ポ
切
り
の
時
代

企
業
の
ト
ッ
プ
が
責
任
を
と
ら
な
け

れ
ば
、
納
得
し
な
い
。

2
、
法
人
会
に
対
す
る
社
会
の
眼
に
備
え
る

ω道
法
を
は
み
出
し
た
行
為
を
し
て
い

な
い
か

違
法
行
為
は
必
ず
告
発
さ
れ
る
時
代
。

ω法
人
会
内
で
の
疑
義
事
項
を
う
や
む

ゃ
に
し
て
い
な
い
か

業
界
慣
習
、
先
例
主
義
が
危
な
い
。

ω他
で
も
や
っ
て
い
る
と
い
う
甘
え
の

判
断
は
な
い
か

横
並
び
に
意
義
、
グ
レ

l
ゾ
l
ン
の
軽

視。
ω誰
に
対
し
て
も
堂
々
と
説
明
で
き
る

・刀透
明
性
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ピ
リ
テ
ィ
の
重

要
性
。

こ
れ
に
合
致
し
な
い
場
合
、
内
部
告
発

と
社
会
的
制
裁
は
避
け
ら
れ
な
い
。

3
、
ク
ラ
イ
シ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
最
大
の
対
象
は
マ
ス
コ
ミ
で
あ
る

ω経
営
者
に
と
っ
て
リ
ス
ク
は
不
可
欠

で
あ
る
。

ω起
き
た
時
の
、
迅
速
、
適
切
な
判
断
、
対

応
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ωマ
ス
コ
ミ
へ
の
情
報
開
示
の
ス
ピ
ー

ド
が
信
頼
感
と
イ
メ
ー
ジ
を
左
右
す
る
。

ωマ
ス
コ
ミ
の
背
後
に
は
、
数
百
万
人
の

人
々
の
眼
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。

山
間
日
頃
か
ら
マ
ス
コ
ミ
の
視
点
を
知
り
、

対
応
を
考
え
て
お
く
。

山
間
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
(
時
系
列
的
に

メ
モ
)
を
用
意
し
て
、
取
材
に
備
え
る
。

@ 



のお知らせ
nformation 

第

2
講
座

会
報
添
削

.. 
・
幻
単
位
会
の
会
報
が
参
加

丸
田
明
彦
先
生

(全
法
連
企
画
室
長
)

山
中
一
先
生

(N
K
Y
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
代
表
取
締
役
)

武
田
孝
雄
先
生

(元
日
経
連
広
報
部
長
)

川
良
い
点

.
会
報
づ
く
り
の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
る
。

誌
面
づ
く
り
が
丁
寧
で
あ
る
。

-
表
紙
の
つ
く
り
が
格
段
に
進
歩
し
た
。

税
制
委
員
会

税
制
改
正
要
望

全
国
大
会
開
催

全
法
連
(
財
団
法
人
全
国
法
人
会
総
連

合
)
主
催
の
平
成
日
年
度
税
制
改
正
要
望

全
国
大
会
は
、
去
る

叩
月

6
日
新
宿
区

・

日
本
青
年
館
ホ

l
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ

土
品
、
し

h
~

。

第

一
印
象
が
大
切

0

.
編
集
内
容
の
充
実
。
会

に

対

し

て

丁

寧
に
情
報
を
説
明
し
て
い
る
。

-
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
形
式
の
記
事
も
大
変
良

当
会
か
ら
も
尾
辻
副
会
長
を
は
じ
め
相

馬
源
泉
部
会
長
、
八
木
祥
寿
税
制
委
員
長
、

松
浦
、
本
田
両
税
制
副
委
員
長
、
守
屋
専

務
理
事
が
参
加
し
ま
し
た
。

第

1
部
で
は
、
午
後

1
時
か
ら
約

1

時
間
半
に
わ
た
り
千
葉
商
科
大
学
学
長
加

藤
寛
氏
が

『
幻
世
紀
に
お
け
る
税
制
の
あ

り
方
』
と
題
し
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

第

2
部
の
要
望
全
国
大
会
は
丁
度

1

ω注
意
し
た
い
点

・B
5
よ
り
A

4
の

ほ
う
が
記
事
も
た

く
さ
ん
入
る
し
、
文

{
T
E人
き
く
で
き
る

0

.
行
事
予
定
は
、
で
き

る
だ
け
前
の
ぺ

l

ジ
に
す
る
。

-
記
事
の
全
体
的
な

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

0

・
写
真
が
大
き
く
て

記
事
が
少
な
い
。

@ 

他会の会報カf閲覧で‘きるように提示されていた。



時
間
に
わ
た
り
、
決
議
及
び
要
望
事
項
の

主
旨
説
明
並
び
に
朗
読
が
行
わ
れ
原
案
ど

お
り
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

ーガンJ
Kし税制のお

。国J地方と初瑞隣改革を断行問~iõ3立市 υι
沼 勝 己

。中小企業め健全考様長発展lご配慮し法入税制の更な
行i古川間前加ル州議出

。所得税の課税最低限を引き下げ広ぐ薄く公平に負担を

。相続税と贈与税を軽減し中小企業の事業承継に一層の配慮を 1

0消費税の特例措置を見直し国民の信頼感の回復を !

。固定資産税の課税方式を抜本的に見直し税負担の適正化を!

。環境問題は地球的課題税制においても幅広い観点から検討を!

税
制
改
正
要
望
事
項
に

つ
い
て
陳
情
実
施

《
税
制
改
正
要
望
全
国
大
会
〉
で
採
決

さ
れ
た
要
望
事
項
の
実
現
に
む
け
て
、

町

田
法
人
会
も
日

月

6
日
、
地
元
選
出
の

国
会
議
員
及
び
自
治
体
に
対
し
て
要
望
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
八
木
会
長
を
は
じ
め
、
尾
辻
副

会
長
、
八
木
祥
寿
税
制
委
員
長
、
守
屋
専

務
理
事
が
伊
藤
公
介
衆
議
院
議
員
の
事
務

所
を
訪
問
し
、
橋
本
秘
書
に
面
会
の
う
え

所
定
の
資
料
を
手
渡
し
要
望
し
ま
し
た
。

ま
た
、

市
長
、
市
議
会
議
長
に
対
し
て

も
市
役
所
を
訪
問
し
、
税
制
改
正
要
望
書

(
決
議
及
び
基
本
事
項
、
個
別
事
項
等
)
を

提
出
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者
と
税
を
中

心
に
懇
談
し
、
法
人
会
の
税
に
取
り
組
む

姿
勢
を
強
調
し
ま
し
た
。

-税制改正要望全国大会 http://www.zenkokuhoji円kai.or.jp/zei/yobo2000.htm

・平成13年度 税制改正のあらまし http://www.zenkokuhojinkai.or.jp/zei/zeiseikais巴i_13/zeiseikaisei_13.htm 

園行動する法人会 (平成13年度税制改正要望活動)http://www.zenkokuhojinkai.or.jp/z巴ilkoudou_ 2001/koudou_2001.htm @ 



IS09000シリーズについて-第2回一

企
業
経
営
に
適
用
す
る

I
S
Oと
は
?

-
aφ
さ
き
シ
リ
ー
ズ
の

審
査
登
録
制
度

品
質
シ
ス
テ
ム
の
審
査
登
録
制
度
と
は
、

accos-80ω
へ
の
適
合
性
を
第
三
者

機
関
(
審
査
登
録
機
関
)
が
審
査
、
登
録
、

公
表
す
る
制
度
で
す
。
(図

1
参
照
)

第
三
者
機
関
の
機
能
は
、
審
査
機
能
、

認
証
機
能
、
審
査
員
の
評
価
、
登
録
及
び

研
修
を
行
、
つ
機
能
な
ど
総
合
的
な
制
度
を

推
進
し
ま
す
。

審
査
・
登
録
は
申
請
に
基
づ
く
契
約
に

よ

っ
て
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
第
三
者
機
関

に
よ
る
審
査
・
登
録
結
果
に
よ
り
、
製
品

な
ど
の
購
入
の
際
の
品
質
に
対
す
る
信
頼

を
よ
り
増
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

供
給
者
に
と
っ
て
も
購
入
者
そ
れ
ぞ
れ
か

1.審査登録機関の認定
及び登録

2審査員研修機関の認定

及び登録
3.適合事業者の登録

4海外の認定機関との
相互承認の推進

@ 

ら
の
重
複
し
た
審
査
を
避
け
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

当
制
度
は
、
自
国
の
産
業
や
製
品
の
競

争
力
強
化
の
目
的
で

1
9
8
0
年
代
前

半
に
英
国
や
オ
ラ
ン
ダ
で
導
入
さ
れ
た
も

の
で
す
。
E

U
各
国
で

1
9
9
3
年

1

月
の
市
場
統
合
後
、
人
、
物
、
金
の
流
通
の

自
由
化
の
動
き
の
中
で
こ
の
制
度
に
よ
る

動
き
が
さ
ら
に
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
に
お
い
て
は
、
各
企
業
が
保
持
す

る
世
界
的
に
評
価
さ
れ
る
高
レ
ベ
ル
の
品

質
管
理
シ
ス
テ
ム
が
、

T
Q
C
活
動
等
に

よ
り
購
入
者
の
ニ

l
ズ
を
取
り
入
れ
な
が

ら
供
給
者
側
に
よ
っ
て
主
体
的
に
構
築
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

図1・品質システム審査登録制度

英
国
や
オ
ラ
ン
ダ
等
で
息
づ
い
た

目

0
8
8
シ
リ
ー
ズ
は
、
日
本
の
企
業
が

築
い
た
品
質
シ
ス
テ
ム
と
は
馴
染
み
に
く

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
日
本
の
品
質
シ
ス
テ
ム
が
推
進

さ
れ
る
段
階
で
、
品
質
管
理
に
つ
い
て
の

規
格
化
の
必
要
性
が
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た



こ
と
と
、
品
質
管
理
の
た
め
の
規
格
を
設

け
る
こ
と
は
品
質
管
理
業
務
を
枠
に
は
め

る
こ
と
に
な
り
疎
外
感
が
免
れ
な
い
と
と

に
な
り
、

他
国
よ
り
も
進
展
を
妨
げ
る
結

果
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。

内容別区分
経営会 社特 定部 門

に
』円
ω
N
c
c
c
c
シ
リ
ー
ズ

(
円
印
O
φ
。
。
。
シ
リ

ー
ズ
を
翻
訳
し
て
規
格
と
し
た
)
と
し
て

制
定
し
て
、
や
っ
と
拐
。
由
。
。
。
シ
リ
ー
ズ

導
入
の
動
き
が
活
発
化
し
ま
し
た
。

日

ω
0
8
0
0
シ
リ
ー
ズ
は
、
多
く
の
国
々

で
国
内
規
格
と
し
て
採
用
さ
れ
、
品
質
シ

ス
テ
ム
審
査

登
録
制
度
が

確
立
さ
れ
て

日
本
は
遅
れ
て
、

1
9
9
1
年
目
月

• • 
• • 
• • 

• • ••• • • • • ••• 

• • 

目

の管理

1頁9001 

囲
格

範
規

文
用
用
義
品

序
適
引
{
疋
製

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
 

1
2
3
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
 

1
2
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
 

者
}
土
品

'し
れ
~
。

図2・1809001の構成と要求項目

国
際
的
な

商
取
引
の
円

滑
化
の
た
め

に
審
査
登
録

制
度
が
国
境

を
超
え
て
相

互
に
承
認
さ

れ
る
こ
と
は

重
要
で
す
。

相
互
承
認

に
は
、
認
定

機
関
相
互
、

ま
た
は
審
査

-
I
S
O
の
要
求
事
項

同

ω
0
8
2
(
1
9
9
4
年
版
)明

さ
れ
て
い
る
要
求
事
項
を
図

2
に
海
市
り

ま
す
。

明 20
は)こ
省をこ

略上、で
しワは

孝三 20

九忌百

tZ 
て 1
詳か
細ち
~P! 4 

-
I
S
O
品
質
シ
ス
テ
ム

構
築
の
ス
テ
ッ
プ

I
S

O
品

質

シ

ス

テ

ム

を

築

し

て

認
証
取
得
を
受
審
す
る
手
続
及
び
ス
テ
ッ

プ
は
図

3
の
通
り
で
す
。一

般
的
品
川
流
れ

ー

'sa弘
司
・

で
す
か
ら
、
個
々
の
企
業
に
お
い
て
受
審

込
主
張
蹴

ま
で
の
計
画
を
立
て
る
必
要
が
鳴
ま
す
。

即
ち
、
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
特
憧
と
社
内

必

門

戸

叫

の
業
務
状
況
、
現
業
の
仕
組
み
恵
与
呈

b

J
d
何百

て
、
企
業
に
合
っ
た
実
施
計
画
を
立
て
て

無
理
の
な
い
推
進
が
必
要
で
す
。

@ 



-
Z
φ
さ
き
シ
リ
ー
ズ

認
証
取
得
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

円
ω
0
8
2
の
認
証
取
得
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
及
び
デ
メ
リ

ッ
ト
は
図

4
の
調
査
結

盤機韓併

果
に
あ
る
通
り
で
す
が
、

一
般
的
な
評
価

と
同
等
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
の
最
大
は
、
下
記
に
あ
る
よ

う
な
利
点
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
何
と
言

っ
て
も
「
良
い
会
社
」
に
な
る
こ
と
で
す
。

一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
費
用
を
あ
る
程
度

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
と
、
扱
う
文

書
及
、
び
保
管
文
書
が
増
え
る
こ
と
で
す
が
、

図3・受審までの一般的手続き

文書類の増加 圃圃圃圃圃圃85%
準備・取得費用 圃圃圃 圃圃73%
維持工数 ・・・44%
検査時間増加 園 21%

官僚的・形骸化 ・5%
サ ベイランス費用料%

品質意識の改革 ・・・・・・72%
トラフルの減少 ・・・・・58%
責任・権限の明確化 ・・・・52%
対外的アピール 圃圃 28%

文書類の整備 ・・ 25%
3sの改善 圃 11%

グラ 7:96.2 ISO研究会資料

図4・1809000シリースr認証取得によるメリット/テεメリット

@ 

こ
れ
は

I
T
の
活
用
等
で
簡
素
化
す
る

手
立
て
は
あ
り
ま
す
の
で
品
質
シ
ス
テ
ム

の
構
築
如
何
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

-
お
わ
り
に

日

本

は

遅

れ

て

円

ω
0
8
2及
、
び

目
。
E
C
O
H
の
認
証
取
得
の
気
運
が
高
ま

り
ま
し
た
が
、
拐

0
8
2
に
つ
い
て
は
現

在

5
8
0社
に
至
る
企
業
が
認
証
取
得
し

て
い
る
状
況
で
す
し
、

I
S
O
の
先
進
国

に
お
い
て
は
、

6
万
社
を
突
破
し
て
い
ま

す
。
英
国
に
お
い
て
は
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の

ク
リ
ー
ニ

ン
グ
屋
さ
ん
も

I
S
O
の
認

証
取
得
を
も
っ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。
即
ち、

英
国
で
は

I
S
O
が
な
い
と
商
売
出
来

な
い
状
況
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
も
、

Z
C
S
C
H
-

日

ω
C
E
C
C
H
の
認
証
取
得
が
中
小
企
業
に

広
が

っ
て
い
ま
す
。
目印。

8
2
の
場
合
は
、

最
近
の
認
証
の
多
く
は
親
会
社
や
取
引
先

か
ら
の
認
証
取
得
の
要
請
に
対
応
す
る
た

め
で
す
。
大
企
業
中
心
か
ら
中
小
企
業
中

心
の
認
証
取
得
時
代
に
入

っ
た
と
言
っ
て



は?ISO 
やす

諸法金
も
過
言
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
、
当
会
報
の
紙
面
を
お

借
り
し
て
「
日

ωcscH
の
概
要
」

を
簡
単
で
す
が
紹
介
致
し
ま

し
た
。
す
で
に
認
証
取
得
し
た

企
業
、
関
心
を
持
ち
な
が
ら
忙

し
く
て
そ
れ
、と
こ
ろ
で
な
い

企
業
、
全
く
対
象
外
と
認
識
し

て
い
た
企
業
等
様
々
と
思
い

ま
す
。

し
か
し
、
昨
今
の
品
質
管
理

の
ズ
サ
ン
さ
で
経
営
が
追
い

込
ま
れ
る
ほ
ど
の
事
件
が
発

生
し
て
い
ま
す
よ
う
に
、
大
企

業、

中
小
企
業
に
か
か
わ
ら
ず

「
製
品
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
品

質
」
は
重
要
な
課
題
で
、
品
質

保
証
の
仕
組
み
を
供
え
た
企

業
の
み
が
生
き
残
れ
る
と
い

っ
て
も
言
い

過
ぎ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

I
S
O
の
認
証
取
得
に
つ

い
て
は
、
「
大
変
で
あ
る
」
と
の
イ
メ
ー
ジ

が

一
般
的
に
は
あ
り
、
敬
遠
し
が
ち
な
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
中
小
企
業
に
お
い
て
は

人
的
資
源
も
不
足
が
ち
で
あ
り
、
日
々
の

多
忙
が
優
先
し
て
そ
れ
、と
こ
ろ
で
な
い

事
情
が
あ
り
ま
す
が
、
中
小
企
業
な
り
の

認
証
取
得
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
の
考
え

方
を
取
る
事
に
よ
り
決
し
て
無
理
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
理
想
論

で
な
く
、
日
常
業
務
の
延
長
で

I
S
O
に

取
組
む
、
他
社
の
真
似
を
せ
ず
独
自
の
品

質
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
、

ト

ッ
プ
ダ
ウ

ン
で

一
気
に
進
め
る
、

I
S
O
の
コ
ス
ト

を
最
小
限
に
止
め
る
、
短
期
間
取
得
を
狙

う
等
々
大
企
業
の
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
体
制
で
な
く
、
機
動
性
の
あ
る
少
数

精
鋭
体
制
に
よ

っ
て
効
率
的
に
取
組
め

ば
認
証
取
得
の
実
現
は
可
能
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
「品
質」
、
「
品
質
管
理
」、

「
品
質
保
証
」
及
、
び
「

I
S
O
」
に
つ
い
て

再
考
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。
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一
、
電
子
計
算
機
の
耐
周
年
数
の
短
縮

二
、
適
格
組
織
再
編
成
に
お
け
る
資
産
移
転
に

伴
う
譲
渡
損
益
の
計
上
の
繰
延
べ
が
で
き

る
制
度
の
創
設

三
、
贈
与
税
の
基
礎
控
除
額
の
引
き
上
げ

四
、
株
式
等
譲
渡
益
に
つ
い
て
の
源
泉
分
離
選

択
課
税
制
度
の
存
続

五
、
土
地
譲
渡
所
得
課
税
の
軽
減
措
置
の
継
続

六、

N
P
O
法
人
に
対
す
る
寄
附
金
に
関
す
る

特
例
措
置
の
創
設

。

日
電
子
計
算
機
の
耐
周
年
数
の
短
縮

電
子
計
算
機
の
耐
周
年
数
(
改
正
前
六
年
)
が
、

ハ
l
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
つ
い
て
は
四
年
、

そ
の
他
の
も
の
に

つ
い
て
は
五
年
に

短
縮
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
特
定
情

報
通
信
機
器
の
即

時
償
却
制
度
(
い

わ
ゆ
る
パ
ソ
コ
ン

減
税
)
は
、
法
定

期
限
ど
お
り
平
成

十
三
年
三
月
三
十

一
日
で
終
了
し
ま

す
。

自
園
田
適
格
組
織
再
編
成
に
お
け
る
資
産

院
国
移
転
に
伴
う
譲
渡
損
益
の
計
上
の

|
|
繰
延
べ
が
で
き
る
制
度
の
創
設

会
社
分
割
の
制
度
創
設
に
伴
い
、
分
割

・
合
併

等
の
企
業
組
織
再
編
成
に
か
か
る
税
制
が
以
下
の

と
お
り
整
備
さ
れ
ま
す
。

川
法
人
に
お
け
る
課
税
の
取
り
扱
い

法
人
が
、
分
割
、
合
併
、
現
物
出
資
等
に
よ
り
、

資
産
等
を
他
に
移
転
し
た
場
合
に
お
い
て
、
以
下

の
適
格
組
織
再
編
成
に
該
当
す
る
場
合
、
移
転
資

産
を
そ
の
帳
簿
価
額
で
引
き
継
ぎ
、
譲
渡
損
益
の

計
上
が
繰
り
延
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
対
価
と
し
て
金
銭
が
交
付
さ
れ
た
場

合
は
、
原
則
ど
お
り
譲
渡
損
益
へ
の
課
税
が
行
わ

れ
ま
す
。



①
適
格
分
割
の
場
合

分
割
法
人
と
分
割
承
継
法
人
と
の
持
分
割
合

が
五
O
%
超
で
あ
る
場
合
は
、
独
立
し
た
事
業

単
位
の
移
転
(
主
要
な
資
産
・
負
債
お
よ
び
従

業
者
の
八
O
%
以
上
)
お
よ
び
移
転
し
た
事
業

の
継
続
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
件
と
な
り

ま
す
。な

お
、
持
分
割
合
が
一
O
O
%
の
場
合
は
、

こ
の
要
件
は
不
要
で
す
。

②
共
同
事
業
を
行
う
た
め
の
組
織
再
編
成
の
場

A
口

共
同
事
業
(
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
)

を
行
う
た
め
の
分
割
で
、
①
の
要
件
以
外
に
分

割
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
分
割
承
継
法
人
の
株
式

を
継
続
し
て
保
有
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
の
要
件
が
付
加
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
適
格
合
併
お
よ
び
適
格
現
物
出
資
に

つ
い
て
は
、
上
記
の
適
格
分
割
の
要
件
に
準
ず

る
要
件
に
該
当
す
る
合
併
お
よ
び
現
物
出
資
の

場
合
、
譲
渡
損
益
の
課
税
が
繰
り
延
べ
ら
れ
ま

す。
間
株
主
に
お
け
る
課
税
の
取
り
扱
い

株
主
が
分
割
承
継
法
人
等
の
株
式
の
み
の
交
付

を
受
け
た
場
合
に
は
、
旧
株
の
譲
渡
損
益
の
課
税

が
繰
り
延
べ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
以
後
に

行
わ
れ
る
組
織
再
編
成
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま

す。

固
贈
与
税
の
基
礎
控
除
額
の
引
き
上
げ

贈
与
税
の
基
礎
控
除
額
(
改
正
前
六
O
万
円
)

が
一
一
O
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
を
受
け

た
場
合
の
贈
与
税
額
の
計
算
の
特
例
に
つ
い
て
非

課
税
限
度
額
(
改
正
前
三
O
O
万
円
)
が
五
五
O

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
十
三
年
一
月
一
日
以
後
に

贈
与
に
よ
り
取
得
す
る
金
銭
、
財
産
に
か
か
る
贈

与
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

B
一
株
式
等
譲
渡
益
に
つ
い
て
の

4
源
泉
分
離
課
税
制
度
の
存
続

株
式
等
譲
渡
益
に
つ
い
て
の
申
告
分
離
課
税
へ

の
一
本
化
は
平
成
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
二
年
間

延
期
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
そ
の
聞
は
源
泉
分
離
選

択
課
税
制
度
が
存
続
さ
れ
ま
す
。

固
土
地
譲
渡
所
得
課
税
の
軽
減
措
置
の
継
続

土
地
の
譲
渡
所
得
課
税
の
特
例
な
ど
に
つ
い
て

適
用
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
個
人
の
長
期
譲
渡
所
得
の
課
税

の
特
例
の
税
率
軽
減
措
置
(
一
律
二
O
%
(
地
方
税

含
め
二
六
%
)
)
の
適
用
期
限
が
三
年
間
延
長
さ
れ

ま
す
。

法
人
の
土
地
譲
渡
益
追

加
課
税
制
度
の
適
用
停
止

措
置
(
一
般
ま
た
は
鰹
期

所
有
の
場
合
に
そ
れ
ぞ
れ

五
%
、
一
O
%
追
加
課
税

の
適
用
停
止
)
も
平
成
十

五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
三
年
間
延
長
さ
れ
ま

す。

*この記事についての問い合わせ先一一一一(社)東京法人会連合会合03-3357-0771

自
目

N
P
O法
人
(
特
定
非
営
利
法
人
)

開
凶
に
対
す
る
寄
附
金
に
関
す
る

ー
特
例
措
置
の
創
設

一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
国
税
庁
長

官
が
認
定
し
た

N
P
O
法
人
に
対
す
る
寄
附
金
に

関
し
て
は
、
以
下
の
特
例
措
置
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

①
伺
人
か
ら

N
P
O
法
人
に
対
す
る
寄
附
金
に
つ

い
て
は
、
特
定
寄
附
金
と
み
な
し
て
寄
付
金
控

除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

②
法
人
か
ら

N
P
O
法
人
に
対
す
る
寄
附
金
に
つ

い
て
は
、
一
般
寄
附
金
の
損
金
算
入
限
度
額
と

は
別
に
、
特
定
公
益
増
進
法
人
に
対
す
る
寄
附

金
と
合
わ
せ
て
そ
の
損
金
算
入
限
度
額
の
範
囲

内
で
損
金
算
入
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

③
個
人
が

N
P
O
法
人
に
対
し
て
相
続
財
産
等
を

寄
附
し
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
相
続
税
の
課

税
価
格
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
改
正
は
平
成
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
。

@ 
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贈
与
税
の
基
礎
控
除
額
、

小
規
模
宅
地
等
の
相
続
税
特
例
等
、

手
当
が
な
さ
れ
る
!

平
成
十
三
年
度
に
お
い
て
は
、
昭
和
五

O
年
以
来
と
な
る
贈
与
税
の
基
礎

控
除
額
の
引
き
上
げ
や
事
業
承
継
税
制
の
面
で
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
れ

5
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

贈
与
税
の
基
礎
控
除
額
の

引
き
上
げ

贈
与
税
の
税
額
は
、
基
礎
控
除

後
の
課
税
価
格
に
税
率
を
乗
じ
て

計
算
し
ま
す
が
、
今
回
の
改
正
で

基
礎
控
除
額
が
六

O
万
円
か
ら

一
一
O
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

し
た
が
っ
て
、
贈
与
税
の
計
算

は
下
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
十
三
年
一

月

一
日
以
後
の
贈
与
に
つ
い
て
適

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

(贈与を受けた 1 
財産の価格 -110万円 JX税率

住
宅
取
得
資
金
に
か
か
る

贈
与
税
額
計
算
の
特
例
の
拡
充

川
五
五

O
万
円
ま
で
非
課
税

こ
の
特
例
は
、
個
人
が
父
母
ま
た
は
祖
父
母
か

ら
自
己
の
居
住
の
用
に
供
す
る
住
宅
の
取
得
資
金

の
贈
与
を
受
け
、
そ
の
贈
与
を
受
け
た
年
の
翌
年

三
月
十
五
日
ま
で
に
そ
の
住
宅
取
得
資
金
に
よ
っ

て
新
築
ま
た
は

一
定
の
既
存
住
宅

(き

を
取
得
し

て
自
己
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
、
贈
与
を
受

け
た
住
宅
取
得
資
金
の
う
ち
五
五

O
万
円
ま
で
非

課
税
と
な
る
制
度
で
す
。

(
注
)
家
屋
の
床
面
積
が
五

o
d以
上
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
既
存
住
宅
の
場
合
、
耐
火
建
築
物
は
築
後

。

二
五
年
以
内
、
耐
火
建
築
物
以
外
の

も
の
は
築
後
二
O
年
以
内
で
あ
る
も

の
。

∞
一
、
五

O
O万
円
ま
で

今
回
の
改
正
で
、
贈
与
税
の
基

礎
控
除
額
が
六

O
万
円
か
ら

二

O

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
た
め

、

贈
与
が

一
、
五

O
O
万
円
ま
で
の
住

宅
取
得
資
金
の
み
の
場
合
の
贈
与

税
の
計
算
は
下
記
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

。
一
、
五

O
O万
円
超
そ
の
他

そ
の
年
中
に
住
宅
取
得
資
金
の

贈
与
が

一
、
五

O
O
万
円
超
の
場
合

ま
た
は
住
宅
取
得
資
金
の
ほ
か
に

贈
与
が
あ
る
場
合
の
贈
与
税
の
計

算
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

贈与税額=¥ (贈与を受けた住宅取得資金の額)

×す-110万円 )X贈与税率 X5



(A-B) + B X 5 

A: ! [住宅取得資金の うち1，500万円ま

での部分の金額 (a)X去 十その年

中に贈与を受けた財産の価額の合計

額一 (a))-110万円lX贈与税率

B: ! (a) X士 一110万円)X贈与税率

凶
特
例
の
拡
充

工
事
費
用
が

一
、
0
0
0万
円
以
上
ま
た
は
床
面

積
が
五

o
d以
上
増
加
す
る
増
改
築
や
大
規
模
修

繕
等
に
つ
い
て
も
適
用
対
象
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
十
三
年

一
月

一
日
か
ら
平

成
十
五
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
贈
与
に
よ
り

取
得
し
た
住
宅
取
得
資
金
に
か
か
る
贈
与
税
に
つ

い
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

間
適
用
対
象
者

・
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
を
受
け
た
者
は
、
日
本

国
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

-
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
を
受
け
た
年
の
年
間
所

得
が

て
こ

0
0万
円
(
給
与
所
得
だ
け
の
場
合
、

給
与
収
入
が
一、
四
四
二
万
円
)
以
下
で
あ
る
こ
と

0

・
以
前
に
こ
の
特
例
の
適
用
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
こ
と

0

・
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
前
五
年
以
内
に
、
自
己

ま
た
は
配
偶
者
の
所
有
す
る
住
宅
(
床
面
積
の

二
分
の

一
以
上
が
居
住
用
の
も
の
)
に
居
住
し

た
こ
と
が
な
い
者
、
ま
た
は
住
宅
の
買
い
換

え
・
建
て
替
え
の
た
め
贈
与
前
五
年
以
内
に
居

住
し
て
い
た
自
己
ま
た
は
配
偶
者
の
所
有
す
る

住
宅
を
、
贈
与
を
受
け
た
年
の
翌
年
三
月
十
五

日
ま
で
に
譲
渡
ま
た
は
滅
失
さ
せ
た
者
で
あ
る

こ
と
。小

規
模
宅
地
等
の
相
続
税
の

課
税
価
格
特
例
の
拡
大

相
続
ま
た
は
遺
贈
に
よ
っ
て
取
得
し
た
財
産
の

う
ち
、
被
相
続
人
等
(
被
相
続
人
ま
た
は
被
相
続

人
と
生
計
を

一
に
し
て
い
た
親
族
を
い
い
ま
す
)

の
事
業
の
用
ま
た
は
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た

宅
地
等
で
建
物
や
構
築
物
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
は
、
相
続
等
に
よ
り

財
産
を
取
得
し
た
者
に
か
か
る
宅
地
等
の
う
ち
限

度
面
積
ま
で
の
部
分
(
小
規
模
宅
地
等
)
に
つ
い

て
は
、
通
常
の
価
格
に
そ
れ
ぞ
れ
の
減
額
割
合

(八

O
%
ま
た
は
五

O
%
)
を
控
除
し
て
課
税
価
格

を
算
出
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
減
額
割
合
八

O
%
が
適
用

さ
れ
る
宅
地
等
の
限
度
面
積
が
、
特
定
事
業
用
宅

地
等
在

二
、
特
定
同
族
会
社
事
業
用
宅
地
等
(注
二)

の
場
合
が
三
三

0
2m
か
ら
四

0
0
2m
に
、
特
定
居

住
用
宅
地
等

在

三
)
の
場
合
が

二

0
0
2m
か
ら

二
四

o
dに
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
改
正
は
、
平
成
十
三
年

一
月

一
日
以
降
に

相
続
ま
た
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
係
る

相
続
税
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

(注

一
)
特
定
事
業
用
宅
地
等
と
は
、
被
相
続
人
の
事

業
(
不
動
産
貸
付
等
の
供
用
宅
地
等
を
除
く
)
の
用

に
供
さ
れ
て
宅
地
等
ま
た
は
生
計
を

一
に
す
る
親
族

の
事
業
に
供
さ
れ
て
い
た
宅
地
等
で
、
以
下
の
要
件

を
満
た
す
も
の
で
す
。

-

(
事
業
承
継
の
要
件
と
し
て
)
当
該
宅
地
等
の
取

得
者
が
、
被
相
続
人
の
事
業
を
申
告
期
限
ま
で
に

承
継
し
、
か
つ
申
告
期
限
ま
で
事
業
を
営
ん
で
い

る
こ
と
。

-

(
保
有
継
続
の
要
件
と
し
て
)
当
該
宅
地
等
を
申

告
期
限
ま
で
保
有
し
て
い
る
こ
と
。

(注
二
)
特
定
同
族
会
社
と
は
、
相
続
開
始
の
直
前
に

お
い
て
、
被
相
続
人
ま
た
は
被
相
続
人
と
生
計
を
一
に

し
て
い
た
そ
の
親
族
が
、
株
式
ま
た
は
出
資
の
五

O
%

以
上
を
有
す
る
法
人
で
す
。
特
定
同
族
会
社
事
業
用

宅
地
等
に
該
当
す
る
要
件
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
相
続
開
始
直
前
か
ら
申
告
期
限
ま
で
、
特
定
同
族

会
社
の
事
業
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
宅
地
等
で
あ

ヲ匂こシ」
。

②
当
該
宅
地
等
を
取
得
し
た
者
の
う
ち
、
以
下
の
要

件
を
満
た
す
被
相
続
人
の
親
族
が
い
る
こ
と
。

-
(
法
人
役
員
の
要
件
と
し
て
)
申
告
期
限
に
お

い
て
、
特
定
の
同
族
会
社
の
役
員
で
あ
る
こ
と

0

・
(
保
有
継
続
の
要
件
と
し
て
)
当
該
宅
地
等
を

申
告
期
限
ま
で
保
有
し
て
い
る
こ
と
。

(注
一二
)
特
定
居
住
用
宅
地
等
と
は
、
被
相
続
人
等
の

居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
宅
地
等
で
、
相
続
ま
た

は
遺
贈
に
よ
り
宅
地
等
を
取
得
し
た
個
人
の
う
ち

に
、
そ
の
被
相
続
人
の
配
偶
者
や
同
居
親
族
が
い
て
、

そ
の
人
の
い
ず
れ
か
が
所
有

・
居
住
継
続
要
件
等
を

満
た
す
宅
地
等
を
取
得
し
た
場
合
の
宅
地
等
を
い
い

ま
す
。

合 03-3357-0771女この記事についての問い合わせ先一一一一一一(社)東京法人会連合会。
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ぎを議

き経E言者をめさすものの団体
れが法人会です。

え正しい税知識を身につけたい。もっと積極的怠経宮を
;めさ したい。社会のお役{ζ立ちたい。そん芯狂言言者の
;皆さんを支搬する組織.それが法人会です。

J圭入会は現在、全国{ζ 125方社、東京都内{ζ唱の単位
会、25万社の会買企菜毛嫌する団体として大吉く発展
しています。

あなた{ζ近く .f.会と広く。ど乙までも人を中心(ζ、
さまざまな活動を展開する法人会。

費のオピニオントヲーとしての貢献はもとより 会
のEI!さん毛支揺する各1の研修会‘また地域振興や

ボランティ 7など地域{ζ密着した;動壱積極的{ζ行っ
ています。

町
田
法
人
会

w
e
b
サ
イ
ト

開
設
の
お
知
ら
せ

町
田
法
人
会
も
平
成

日
年

3
月

m
日
か
ら

w
e
b
サ
イ
ト
(
ホ

l
ム
ペ
i
ジ
)
を
開
設
し
ま
し

た
。
こ
の
サ
イ
ト
の
目
的
は
、
町
田
法
人
会
が
「
何

を
や

っ
て
い
る
」
の
か
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
す
。

現
在
公
開
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
行
事
予
定
(
ス

ケ
ジ
ュ

ー
ル
)
や
写
真
で
観
る
事
業
報
告
(
写
真
館
)

な
ど
で
す
。
ま
た
今
後

《
会
員
リ
ン
ク
》
な
ど
も
追

加
し
て
い
く
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
以
前
紹
介
し
た
東
法
連
な
ど
の
サ
イ
ト
も

リ
ン
ク
集
に
し
て
あ
り
ま
す
。
東
法
連
の
サ
イ
ト
で

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
か
ら
利
用
で
き
る
会
員
向
け

の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。
会
員
限
定
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
、
東
法

連
の

w
e
b
サ
イ
ト

で
〈
都
内
法
人
会
の
会
員
専

用
ぺ
l
ジ〉
を
ク
リ

ッ
ク
。
ユ
ー
ザ
ー
名
H
SFOB
D
・

パ
ス
ワ

ー
ド

H
0
3
H
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
全
法

連
の
サ
イ
ト
に
は
、

〈
全
国
各
地
の
法
人
会
の
ホ
ー

ム
ペ

l
ジ》

と
い
う
リ
ン
ク
集
も
あ
り
ま
す
。



1時固まで
無料。
お気軽に
どうぞII

図国
田園

1.申し込み方法

(1)(社)東京法人会連合会総務課あて電話で申し込

んでください。 TEL:03-3357-0771 (土・日・祝日

を除く午前9時一午後5時)

(2)その際、①所属法人会名 ②法人名 ③相談者名

④連絡先電話番号をお知らせください。

(3)申し込み状況によってはお断りする場合もあります。

(4)申し込み後、別途、下記担当弁護士事務所あて

電話のうえ相談日時等を打ち合わせてくださL、。

その際、必ず「東京法人会連合会の法律相談j利

用の旨を告げてください。

(5)相談日時は毎週月曜日から金曜日まで(祝日は除く)

の午前 10時・ 11時および午後2時・ 3時・ 411寺です。

2.利用できる方

都内各法人会の会員企業および経営者等。(同一人の

相談は月 l固に限らせていただきます。)

3.相談内容

法律全般。(相続等会社業務以外の相談も可。)

4.担当弁護士

鳥飼総合法律事務所 鳥飼重和弁護士他 13名

千代目区神田小川町1・3・1 小川町三井ピル7階
τ'EL: 03-3293・8817

5.相談場時

左記法律事務所

交通.都営地下鉄新宿線「小川町」駅(A6出口)徒歩 1分

営団地下鉄丸ノ内線「淡路町」駅(A4出口)徒歩2分

営団地下鉄千代田線「新御茶ノ水」駅(B6出口)徒歩3分

]R中央線・総武線「御茶ノ水J駅聖橋口徒歩9分

6.その他

・無料相談時間は 111寺
問までです。((社)東京

法人会連合会が負担し

ます。)

・時間を超えて相談さ

れる場合は相談者の

負担となります。

・料金は延長 30分ごと

に、 5，000円です。そ

の場で実費をお支払

いください。

oお問Lミ合わせ先

(社)東京法人会連合会

TEL: 03-3357・0771

編 集

後記:

法
人
会
報
の
《
短
歌
・
俳
句
欄
》
が

長
い
歳
月
に
亘
り
「
あ
・
う
ん
」
の
呼

吸
で
続
け
ら
れ
て
い
る
事
は
、
ひ
と
え

に
会
員
の
皆
様
の
御
協
力
の
賜
物
と
思

い
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

「
一
期
一
会
」
と
申
し
ま
す
が
、
私
の

俳
句
と
の
出
合
は
、
季
節
の
移
り
ゆ
く

あ
ら
あ
ら

自
然
の
や
さ
し
さ
と
、
荒
々
し
さ
に
触

れ
ふ
と
目
を
見
開
い
た
時
に
、
ひ
と
き

わ
美
し
い
草
や
木
の
瞬
発
力
に
と
き
め

き
を
感
じ
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。
こ
の

様
な
晩
年
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
を
大

変
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
会
報
の
俳
句
同
人
の

方
々
と
共
に
子
を
携
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
を
持
っ
た
《
作
句
》
へ
の
道
を

歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

(
主
方
い
よ
子
)

発行人・(社)町田法人会会長八木要 編集人・(社)町田法人会広報委員会

東京都町田市森野1丁目9番20号第二矢沢ピル4階 TEL:042(726)2453FAX:042(724)5853 

町団法人会ホームページ http://www.hojinkaトmachida.or.jp

Eメール official@hojinkai-machida.or.jp 

東法連・都内法人会の会員専用ベジユーザー名;tohoren パスワード;0771 

本紙摘載の記事、写真の無断掲載を禁じます。
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町田の小学校 。
町田市立忠生第一小学校のあゆみ

大
正
元
年

I 昭和16年

東京府南多摩郡忠生国民学校

' I 昭和18年 |

東京都南多摩郡忠生国民学校

大E完~
忠生尋常高等小学校

小山田分教場
(後の忠生第二小学校)

'明治6年 | 

向明学舎一円福寺(図師村)唱 A

1砂向明小学校
孝養学舎一孝養寺(山崎村)圃 7

有隣学舎一養樹院(上小山田村)圃.有隣小学校

又新学舎一大泉寺(下小山田村)・・小山田小学校

誠意学舎一一福昌寺(木曽村)・・誠意小学校

昭和22年

東京都南多摩郡忠生村立忠生小学校

• 1昭和23年!
木曽分校ができる
(後の忠生第三小学校)

• 1昭和33年 |

東京都町田市立忠生第一小学校

号
i昭和55年 |

山崎小学校へ行く児童とお別れ式

~;;， .，}吃-

創立80周年平成4年下昭和30年ごろの学校上

く町田市立忠生第一小学校>

町田市忠生3・10・2 学級数:20クラス

生徒数:725名

動


